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南洋輸入材のアンプロヤアキクイムシ

1Jiil 

Akir乱 NOßU山I : Ambrosia Beetles found in Importc仁1 Tropical 

Timbers from Southeast Asi旦 and Others 

(Cole口ptera おcolytid在日)

重警 告言:との報告は前 Hi “自作輸入はのすガヰタイムムドト"に続くもので，組名の;ただしたアンプ

ロシアキクイムジ類の検索表， 1ヰ記載会発表するものである代 ζ とで取り扱っ士一種類は Eccoptoβte

叩S 鼠 l 段 ， Webbía 民 fi~' ， Arixyleborus wミ 7 祈 ， Xylosandrus 属 2 杭"りlebortイヌ属 5:-j 利1 の

計局;)語 70 誌であるの

はじめ iこ

1〆~~4fi

熱，市川1λfでのキクイムシ類は仙付，-'!攻、施主n数ともに bar k beetles が少なく， am bros ia beetles C pin 

hole borers) が多く， かつ日本 IC輪人されている丸太は初w乙されているので3 これにイ、J-者してくるほと

んどすべての{f孔虫は ambrosia bectl出のキイムシ類とナガキクイムシ科である c これらはJド 'llklC種類

が多く，検索1えもないため，不完全なl京記殺によって同定するととが多く，同定Eft鮮な夕、 jレーフ。とされて

いる。

空転;Ffは先に横浜tí空物防疫所所蔵の Karl E, SCl!EDL 教肢の同定した燃本を検討し，市沖輸入材のナガキ

クイムシ科の検索表と:再記載を禿表した(材、試研:報 296 : 101 ~ 155, 1977) ハ との槻告は， この研究に続

き南パー輸入材から発見同定された arnbrosia b凹tles のキクイムシ類である Ecco戸to戸terus J，弘 Webbia

属， A門xyleborus j高 ， Xylo抑制irus i芦L Xylebvrus 馬会検討し， 検)Í'，表とかIfの時記載をヲ1~}{-4- るものであ

る。

際ノドの険協にあた「で!illt 々ど悦立をだまわった横浜他物|狩疫所小泉志治調査烈長， [:](1士i望之容rtÜ~Hミな

ゐび lと~子虫課の1i 位， f:右i品与党λi東京支所長， くお礼 ~jl しあげる。

アンプロシアキクイム

こ Jれらのキクイムシは材;滑に孔道を抑り，アンプロシアほ!と共生:fYJ係を持ち，とのような慢性にiI民応し

た形態に特fじした d 態mであお。 Ipi日旦巴虫干?の Corthyjini ぷ" Xyloterini )，ふ Eccoptopterini 族，

w日bbini }九 Xyleborini 族 Scolytoplatypinae iW科の Scolyto戸laty戸us 民がこオ L~. 代表するが，

Hylesininae I医科の Bothrosterini 1院や Hyorrhynchini 校もアンフロシアヰタイムシである。「ぢj羊輸入

キオカ〉らは Eccoptopt巴rini 1ム，京Tebbini )J ふ Xyleborini 以の:-1 Jilカf守主児さ ~I でし、る円

ホヰクイムシ科のi河'先芳J14 報

1978年 6 rJ26U 公開

(1)保護出:

(~j，諜 16 FOL Prot , -16 
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族，属への検索表

1. ，-後肢腔節は極端に幅広くかっ苔く扇平 (Eccoptopt巴rini)o "'"…… 'Eccoþtoρterus MOTSCllULSKY 

L後肢腔節はやや幅広く厚い0 ・・ 0 ー…......・....・@……・・・一........一…・ー・……...…-一.... 2 

2・「触角の中関節は 5 節 (Xyleborini)o' ・ 0 ・・・・… -…............ ・・・・・. • • • • • • • • • • • • • • • • • . ・@圃・... 3 

L触角の中間節は 4 節 (W巴bbini)。…………υ…………・・… e ・ e ・-……巳・…・・……… • Webbia 狂OPK!NS

3. ，-前肢腔節の下国lとは敏をそなえる。…"…...…...…-…・・・…. • , • • • .ー… Arixyleborus HOPKlNS 

」前肢腔節の下面lとは微をそなえない。園..，.....………………………".・H・..'…一日…….......一…・ 4

4. ，-前肢基部嵩は広く離れる。 ・….........，..一……ー……………・…・・……-… Xylosa目前us REITTER 

し前肢基節寓は互いに接する 0 ・・.，・ .....…ーー…… H ・ a ・.................・ a ・，.. Xyleborus ErcHHo阿

Eccoptopterus MOTSCHULSKY 属

百種が記;検されているが，輸入材からは次の l 種だけが発見されている。

種の記載(雌)

Eccoptopt酎'us sρinosus (OL!VlER) 

OLIV!ER , 1794, Entomologie, ou Histoire Naturelle des Insectes , 3 : 9 

体長 2.3~2.9 mm。長さは幅の約 21/6 倍。赤褐色ないし黒褐色。 1独角，肢は赤褐色。光沢は弱い。

頭部は中高，がijillJ\の上方は大きく半円形 lと GfJむ。表面は微細な鮫肌状3 剛毛を~*生する。頭頂1C::は大き

いが浅い点刻を疎lとそなえる。

前胸背は長さと 111国が等しく，側縁は弱く丸まって前方に広がり，その前方は次第に丸く狭まって前総lζ

続く。前縁は弱く丸まり ， 4 個の半円形の突起をそなえるが，内Jjのものは大きい。背面は非常に中高。

頂上は中央:の後方に位置い横に伸びる。瓦状片は前方にわずかに大きくなる。後方の点刻は不明瞭。全

体 lこ剛毛をそなえるが，側縁p 前縁のものは長く，基部中央のものは密生する。小楯板は小さく枕む。遡

鞘は前胸背と等l陥。長さは幅の約 12/9 倍。1l!1J縁は次第に後方に JL く狭まり後縁となる。背面は密な頼粒

点刻化おおわれ粗jtzで点列f(j\を欠き，全体lこ寝た剛毛と;長い立った剛毛をそなえる。斜面部は基方 1/3 の

少し前から始まり?ゆるやかでほぼ平坦であるが， llliJ万は弱く降起し，会合総部はわずかに陵起する。上

側方には大きな突起を，巾うた両側 lこばやや大きな突起を， ド側方lとは小さな突起をそなえる。とれら 3 対

の突起はいずれも後内ゐーに向く。表面は浅く *ll)ç tJ点刻をそなえ，これらの点主IJ は短い寝た岡IJ毛を有する。

後肢腹筋は幅広く，外方は内側 l亡湾 fftl し，鮒節は局平で業片状をなす。

寄生樹程ネ:ラワ

分 布.支部(台湾)， インド支那， ピソレマ，アンダマン諸島，アィリピン，ボノレネオ，マラヤP イ

ンド，セイロン，ニューギニア，オーストラリア，マ夕、、ガスカ/レ，アフザカ。

* アンプロシアキクイムシは非常に広範囲の樹種に苦手入するが，乙こでは特に輸入材で発見されたもののみを掲げ
Tこo
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WebbiαHop阻NS 属

京i:'f区から 19 :夜が知られているが，輸入村からは 7 Niが同定されている。

種への検緊表(雌〕

1. 1-斜面市の中央は後方に広がった強大な突包をそなえ，その 1:.，下問は尖る。斜面郊の後縁は中央部

|で深く切れ込み，その側方は後方lと強く突出する。旭鞘はがj総と耐乏を除きやや透明で淡-1l~褐色o

2. 

l 阻tj)山町出火く山川山る馴jií5;':山間で間企ないし哨2 

褐色0 ・"・.........ョ・....................... 占.... ョ ".句 。..... ー・ ‘ ・司 ......サーー". 4 

ほほ矩形9 先端は布fIくならない。休長は 2. 1~j2. 3 mrno' ・.......

, Webbia 0むtusiþe抗争zis S巳HEDL

部の後縁の笑ik\はほぼ三角 Jt::で先立山は薄くなり尖る 0 ・匂@む 2 ・・'"弓……・目……….... 3 

3 ・ 1 体は l幅広しよ之さは帽の約 3 倍。斜?阿部後絃の突起|自の湾入部は前方の弱く丸まった矩形。体長は

2. 4~~2， 5 mmo'" ・........ 号 ....  ......  ..........岨句"の……… Webbia 戸latypoides 立GGERS

1 体は細長く司長さは幅の約 3 2 1γ 倍。斜面昔日後縁の突起聞の湾入部は三灼形。体長は 2. 2~~2. 4 mmo 

" Webbia pado SAMPSON 

4 ・ l 遡鞘の斜面市は鱗毛会窓生し肌が見えない。前腕背と姐粕背i[I� ~とは不規則な同IJ毛をやや討にそなえ

|る。体長は 2. 2~'2. 3 rnm 0 ・・ 9 い円 。… 0 ・川口 リ………・".."， Webbia s戸mψ倒的S SCHEDL 

L遡鞘の斜面部は[司IJもを疎生し肌が見える c 前約背の後方と主主f!í '~\O面には悶IJ毛を欠く。ー， ぃ・・ 5

5. ，-体は大きく (2.7 lllm 以上) , 太短いc 斜阿部は正円形lと ífi く周辺lこ明隙な悩状突起をそなえる。

斜面部の条溝の関室は第 1 間宗のみ降起し，ほかは鰭起列となる 0 ・. • . • • • • • • • • • " • • • • • • , • • ・ e ・いい・ 6

さく(1. 6~~ 1. 7 mm)，細長い。斜面部は細長い円形で周辺には歯状突起を火き，ノト納付ーを

そなえる。斜面部の条械の間宝はl容起する。=…. • • • • • • • • • • • • • .匂ーー ., Webbia orbicula門S SCHEDL 

6. i一越鞘の斜面i\15前方はやや低くなり予鮫肌状で光沢を欠き，穎杖と短同I[毛をそなえる。斜面古15周辺を

l 取りまく歯は片側 lと 9 j固で p 表面は明瞭な鮫WLi人。斜面部の条j誌の第 1 問室はほとんど均 (C f;s] く

隆起する。体長は 2. 8r~3.1 mmo ..………円。… φ ・ a ・・.....・・ 4 ・・ Webbia dentatus EGGERS 

一刻1鞘の斜面部前方は背面と同機平沼で光沢があり，願t{i と短毛を欠く。公fl前部MJ辺をとりまく歯は

片側 IC 14~.151同で表面は不明瞭な絞肌状。斜面部の条7誌の節 1 問主は r j1央部で Tt骨状に強く降起

する。体長は 2.7~'2. 9 m m  。 VVebbia 30-spinatus SAMPSON 

種の記載(雌)

Webbia obtusipennis SCHEDL 

SCIlEDL, 1966, Kontyû , 34 : 38 

体長 2. 1~J2. 3 mmo 長さは悶の約 3 4/9 倍。武褐ß。頭部?前i崎千yp i召慌の京都と創 iíiÎ部は赤褐色，複

日艮は黒色。組草ì1は半透明。 光沢は強い。

頭部は中高。表面は微細な鮫肌状，下方は細かく粗造，その上方は非常に浅い点刻をそなえる。
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前1旬背はほぼ円筒形。長さは似の約 12/3 倍。側縁はほぼ平行し， 後側角は丸まる。前側角は強く丸ま

弘前縁はほとんど一直線で側方!とおいてわずかに丸まる。瓦状f ‘は細かく前方ほほ 1/3 Iと分布する。後

方は細かい鮫肌L状含 側方 lと微細な点刻を疎iとそなえる。前方， 側方にはlff.lIJ毛をそなえる。小楯板は不明

日束。迎鞘は古Îî絢背よりわずかに幅広い。長さは隔の約 21/7 倍。基縁のすぐ後方lて横隆起線をそなえる。

側総は中央部まで少し広がり，その後わずかに狭まる。点ヂIj部は第 1 点7iJ部を除き不明瞭。列間部は隆起

しなしh 斜両部は楕円形，やや急で背TIfiと戸1をなし，わずかに中i誌上縁と側縁には一定の間隔の小頼粒

列をそなえる ο 後側縁は竜骨状をなす。後縁は円形?と深く湾入し，その側方 iとは扇平な痛状の突起をそな

える。中央lとは後方より見て八の字形のやや扇平な大きな突起をそなえ，との先端は幅広く黒色で分岐し

ない。 ζ の突起より t方は細かい頼粒と剛毛知!をそなえ，下方iとは剛毛を疎生するがて]z滑。

努生樹種:セラヤ。

分 布:フィリピン。

Webbia Platypoides EGG宜RS

EGGERS , 1927, Philip. Jour. Sci., 33 : 105 

体長 2. 4'~2.5 mm。長さは嬬の約 3 倍。黄褐色。頭部，前胸背，題草百基部と斜面部は暗茶褐色。復阪

は黒色。遡鞘は半透明。

頭部はι[~高p 不明瞭な中央縦線をそなえる。表面は鮫肌状をなし，下方は細かく粗造，その上方は浅く

凹陥する。

前胸背はほぼ円筒形で前方はわずかに傾斜する。主主さは幅の約 P!s 倍。側縁はほぼ平行。後側角は丸

まる。前側角は強く丸まる。前縁はほぼ一直線 iC::近く側方で丸まる。瓦状片は小さし前方 1/31こ分布す

る。後方 2/3 は細かい鮫肌状で微小な点主Ijを疎 iとそなえる。前縁と側縁lどは同IJ毛を生ずる。小楯板は不Iljj

l僚。遡鞘 lま前胸背よりわずかに幅広い。長さは幅の約 1 5ん倍。基縁はわずかに縁取られ，後方 IC::湾入す

る。 lR~縁 l主題革首長の基方 1/3 を中心 IC::前後 lどわずかに狭まる。点ヂIj部は狭く凹まず，小さな点刻の列から

なる。列阿部は広く隆起せず9 点刻をク亡くが，基方lとは微毛をそなえる。斜面部は卵形，急で中高。上縁は

背面と角をなし，小額粒列と附毛をそなえる。後側角は竜脅:聞と縁取られる。後縁は半楕円形lと湾入し，

その両側は長三角形に後 f)Jへ突出する。表面は上方に 3 条の点刻と剛毛をそなえる。中央;の下方には強

大な突起をそなえ，その先端ば 2 分岐し微毛をそなえる。上方の分岐は大きく，内 k方i乙湾曲し，先端は

鋭い。 下方の分l肢は外ド方lと突出する。

寄生樹程:ラワン。

分 布フィリピン。

w;εbbia pado SAMPSON 

SAMPSON, 1922, Ann. Mag. Nat. Hist., (9)10: 150 

体長 2. 2~2. 4 mmo 長さは帽の約 3 217 倍o ßを褐色c 頭部，前胸背，趨鞘蒸部と斜面部は赤褐色。複眼

は黒色。をE鞘は半透明。光沢は強い。

頭部は中高，中央縦線をそなえる。表面は鮫肌状，下方は細かく粗造，その上方lとは浅い点刻状の印主1]

をそなえる。
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前胸背はほぼ円筒形2 前五でわすかに傾斜する。長さは悩の約 i2/7 倍。側縁はわずかに前方に広がる。

後側苅は丸まる。前側角は強く 1しまる。前総は一直線で中央がわずかlと凹み，側方は丸まる。瓦状J-1 fま和l

かし前方 1/3 よりやや後方まで分布する。後方は細かい鮫肌状9 微細な点刻をi忘れとそなえ，前)j，担IJ}j

には剛毛を生ずる。小楯仮は不明隙。遡粁jは前E~l背とほぼ等幅。長さは闘の約 p九倍。法縁の後)jlとは

棋降起線をそなえる。側縁はわずかに後方に広がる。点列部は狭く B 疎なノJ\点亥iJ列からなる。第 1 点)ilj1Sf5

l土後方で llJ[む o :7 lj[間部は広七 降起せず不明瞭な点主:uをそなえる。斜面部は卵形， やや:E~でわずかに中

上縁は背面よ角をなし， fftrJ縁と共に小県Qt\t)i lj をそなえる。後側縁はEE骨状 lと縁llJZられる。 後縁はほぼ

iE三角形の扇平な突起をそなえs 後下}J Iご突出すお。この尖品開は三角形 lと湾入し，その奥はさらに半楕

円形 n::: OlJむ。斜面部の 1:\1央のややドカには八の字形の局+1，ょ突起をそなえp との先端;は jよがり， IJj片Jiiは鋭

く尖る。突起より上 Jうの表|到には小照tv:壬剛毛手IJ安そなえるが， ド)jは、[ij丹となる。

寄1:樹種.セラヤ。

分 布.ボノレ;ì'.オ。

明7ebbia spi抗i会記抽出S SCll民DL

SClIEDL, 1970, Kontyû, 38 : 3別

体長 2. 2~.2. 3 mmo 1之さは胞のが" 2 1/2 倍。赤繍色。複眼はJ込色。越新の後)jiま枯渇色。光沢;討会い

が泌鞘の後方では光沢を欠く。

fl守胸背のfえさは悩よりわずかに鋭い。 iWH迭はかずかに丸まり，前方、で徐々にjしまり前縁に速なる，J !'JíJ総

は )Lまり IL状片在そなえるの背泊iは中央で隆起し，前方は傾斜する。瓦状}'I は 11 I央より lìiJプJlこ分布し，組i

かく疎で前方のものは大きくなる。後方は鮫肌状，点刻は非常iC~刊かい o [i{;j iJ 毛は全休 lこ生ずゐが芳千?江ü基

方のものは短くなる。小循放は不明線。 011鞘は前胸背とほぼ等悩。 長さは似の約 11/3 (向。法，ji5 (土竜骨状

号をなすの{則縁は後)j(こ広がり，背 rfliの光沢を欠く付近から狭まる。点列部は狭心ほとんど rnまれ徴毛

の生えたノト点刻の列からなる。列 rl\J (m はjよし:不規則な制点刻と短冊IJ毛をそなえる。斜 rfrÎ{f日近くは，不規

則なノト頼*1をそなえ3 その問 l別立鮫肌状をなす。斜面古15 はほぼ[lJ )r~で急，↑ 1 1央の下ブjがやや i判むh その上

方， ii会合線lζ沿ってわずかに 11 1 1 む。 周辺はlíffl!Hc 13 偲の円主世]r~の突起と黄色ω:キ;な剛毛で縁取られる。

表!日は円形の鮮やかな茂褐色の鱗もが?を生し池肌は見えない。 1[1央よりトノらムlとは不規則!な 4 cv 5!羽の円銭

形の突起が現れる υ

';ii生樹極 :M. し.H. 料。

分 布:ボルネオ。

現7ebbia 0ゆiculぽis SCHEDL 

SCHEDL, 1宮70 ， Kontyû , 38 : 361 

体長1. 6CJl. 7 mm  。長さは悩の約 3 3js 倍。 11吉黄褐位。浪部，斜面 ~Hは IliH局色。複 i肢は黒色。光沢はや

や5会し、。

頭部はJ_11~，制い中央i:iìi:降{G似をそな去る。:友加は鮫机状，徴主ll i:.よ j丸刈をそなえるの

前胸背は円筒形で前方はゆるく傾斜する o 1ミさは帽の約 2 千六。蕊縁はほとんどi百線。後nllJ角はメしまる。

前倒角は強く jしまり， 前縁はほぼ ]宵糾， íJllI方でがj側j:ij(こ述絡する c 瓦状片は剤Iiかく lìí] ガ 1/3 Iと分布す
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る。 l\刻は細かく側方でわずかに認められる。間毛は市j方，側方に生ずる。小v言板は不明瞭。題鞘は吉日胸

背とほぼ等 1[1品。長さはl陥の約 2 倍。基縁は縁取られる。側縁はほとんど平行。 点列部は狭く凹まず，非常

lと j凍な IJ\点刻よりなる。列間部は広く隆起せず， 細かい鮫肌状， 斜面部近くで粗迭となる。斜面部は卵

形，やや急で下)J-は 1[1;品上縁を除き角ばる。上縁，側縁は微小頼粒をそなえる。表面は 4 条の凹凸のあ

る縦降起をそなえる。内方のものは下ノJで広がり高まる。乙れらの開室は鮫肌状。側縁，後縁と隆起線lこ

は短毛を生ずる。

寄生樹穏.セラヤ。

分 布:ボノレネオ。

Webbia dentatus EGGERS 

EGGERS , 1927, Philip. Jour. Sci., 33 : 108 

体長 2.8~3.1 mm。長さはl陥の約 24/5 倍。赤褐色ないし黒色。光沢はやや強い。

頭部は中高，中央縦隆起線をそなえる。表面Iは鮫肌状，細かい点刻をそなえるが，上方のものは大きく

なる。

前胸背はほぼ円筒形で前方は傾斜する。長さは幅よりわずかに短い。基縁は 2ì皮状をなす。側縁はほぼ

平行かわずかに前βに広がる。前側角は弱く丸まる。話J縁はわずかに丸まる。瓦状j4ムは細かく，後方では

細かい頼粒に変わる。 後方は微細な鮫肌状で点刻は非常に小さいがやや密。前方には短毛を生ずる。小路

板は不明瞭。麹鞘は前胸背よりわずかに幅広い。 長さは艇の約 11/2 倍。{時i緑、は中央部までほぼ平行い

その後わずかに深まる c 点列部は狭心凹まずp 小点、刻列からなるが， 3'0間部の点主1]とほぼ同じ大きさで

あるため不明続。列間部は幅広く隆起せず，不規則で密な点刻をそなえる。斜面部の前方は印刻され，光

沢を欠き粗造多毛の生えた小穎粒突起をそなえる。列|首郎はì4îい嫡起となって終わる。斜両部はほぼ円

形，急で平坦。周辺は片側に百個の1留をそなえる。表面は鮫肌状，光沢を欠き短毛を生ずる。会合総の両

側 lこは連続した痛起よりなる隆線と，そのタト)げには 2 条の溜起列をそなえる。

寄生樹種:ラワン。

分 布:フィリピン。

Webbia 30-51うinaius SAMPSON 

SAMPSON, 1922, Ann. Mag. Nat. Hist. , (9) 10 : 149 

体長 2. 7~2. 9 mm。長さは隔の約 2 7;8 倍。資褐色。頭部， 前胸背，遡鞘斜同部は晴褐色。複眼は黒

色。光沢は強い。

頭部は幅広くやや中高，中央縦線をそなえる。表 riííは鮫肌状，明瞭な点刻をそなえる。

Ilí]胸背はほぼ円筒形p 前方は傾斜する c 長さは幅の約 P/9 倍。Jr_;~ゑはほぼ一直線。{日1]縁はわずかに前

方に広がる。後側角 l立角ばる。前側角は強く丸まる。 %1縁 l土中央で [11Jむ。瓦状片は細かし前縁のものは

大きい。後ンら会は細かく鮫肌状。}:~YiIJは細かいが明日京でやや密，前方，側方に大きくなる。前方B 側方iとは

短毛をそなえる。小指仮は不明隙。主fl~;百は店íj胸背と等問。長さは隠の約 1 5/9 倍。側縁は後方lとわずかに

広がる ο 点3'rJ部は狭く問まず， ;ylj:可部の点刻とほぼ i司じ大きさの点主1)をそなえるため不明瞭。列間部は幅

広く隆起せず，不規則で黙な点刻をそなえる。斜面市は円形で急，ほほ平坦， 周辺には片側に 14 偲の刺
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をそなえ，上方の車IJは尖り，下方の刺は$Ilî くなる。表出は鮫肌状，光沢を欠き，会合線両悦1] 1こは巾央部が

隆起した幅広い竜骨状の突起をそなえ，その外;右1ζは 3 条のつぶれた腐起列とその外方に同機な准!起を散

在させる。

寄生樹極:プジック 3 マラヤ材 F メランティ。

分 11] ・ボノレネオ， カンボジア。

Arixyleborus HOPKINS 麗

約 30 fl盈が東洋rs:から記放されているが，輸入材からは 7 種がl司定されている。

種への検索表(雌〕

1. I一規鞘斜面古15の後但Ij~まは竜骨:リひと縁取られる。‘ -… ."....... ・ H ・ s ・，.，.，.・ a ・-一………一一….. 2 

主主草ví斜 [&1部の後似IJ総は縁取られず，丸まる 0 ・.......…・…・いい φ …....，....' ・ 。ー…....…・……。 3

2. は太短く，長さは I11長の約 2 3/7 倍。がj胸背は太同心 的縁:は強くJ:Lまり r[J央が災tI'，する。遡鞘の

fJJ、列 f，15は背面 lド央から幅広く深まり鮫肌状をなし， ylj間部は背 l国中央から狭まり [i'<J く降起する。斜

l 酬は遡鞘の中央から始まり，列附時く i臨し同点刻を欠討支店(状。体長は 2. O~~2. 5 mmo 

…. Arixylebo叩S 拙bsi捌ilis SCHEDL 

」休は細長し長さは|同の約 3 倍。前R('!I背は細長く， iJ白紙はゆるく丸才、る。趨鞘の点列古，111立後方 1/2

がやや深い粗大な点刻の列となり， 91J間部は後方で弱く高まる。斜面白:は魁鞘の後方 1/3 !と位置

い列潤部はやや強く隆起し，比較的不明瞭，粗大な良い点刻をそなえる。体長は 1. 7~1. 9 mmo 

“Aγixyleborus 骨zediosectus 仁EGGERS)

3. í-:0Jj鞘の列間部は基部を|漁き深い条ìr~} となる。斜而部の列間部は 1 列の頼粒をそなえる o 曙…… 4

」麹鞘のタIj間部は条将をなさず9 fif函で短い狭い条濯をなしでも奈I Tlíi部では条溝とならない(ム

granulifeグ〉。まIjffî音11 は不規則な新粧を散布のさせる o ……・・ 0 ・…口町・・・ …."....‘……目…… ...5

4. i-体は太く， 長さは帽の約 2 3川。斜酬の中央())ylj 間"r[íは鱗毛をそなえる。側方の列間部日~lì

い突起ヂ!Jをそなえ3 このため側縁は上方から見ると細かい鋸歯状となる。体長は1. 7~1. 8 mmo' 

Arixyleborus imitator (EGGERS) 

L体は細長く， 長さは1帽の約 2 4/5 情。斜面郊の中央の列間部は朝日かい鱗毛状の附毛をそなえる。制1]

方の列間郎lとは尖った突起子iJをそなえ，このため似IJ縁は上方ーから見ると荒い鋸歯状をなす。体長は

1. 6'~1. 8 mmo ・・...・・ R ・目..."...........・ a ・・ φ..... ・. . . . . . . , . • .ー・・ .......‘相咽目巴町・ 0 巳 Arixyleborus rugosilうes HOPKINS 

5・「体は大きい (2.7~♂ 8 mm)o m鞘のデiJ間部 11背 [f!Î中央において r}lむ。斜面部には列状に並んだ大

| きな主主{起と散在した小願(粒をそなえる。 一一白一‘…一 由、 .....A門xyleborus g叩nifer (EICHHOFF) 

体は小さい (1. 8.~ 1. 9 mm)o 題鞘の列間部はほぼ均一に弱く川むc 斜間部にはほぼ同じ大きさの

散点した小照粒をそなえる。ーー ー...............・，....................，.……，.."，..一・ー・一・……ー一向・ 6

6. ，-体は太く， fえさは III~の約 22/7 倍。遡鞘の後縁は弱く丸まる。斜面部は中央部の後方から始まり急。

体長は 1. 8'~ 1. 9 mmo ..... ……・…..・ ・・....……......Arixyleborus g叩nulifer (EGG田s)

体は細長く p 長さは似の約 2 1/41(~T。姐鞘の後縁は強く 1しまる。斜面[日11は後方 1/3 1とあり， ゆるや

か。体長は1. 8~1. 9 mmo .....・………同一…………・..........…一白目 .Ari九:yleborus hirusutulus SCHEDL 
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AγIXヲleboγus subsi隅itis SCHEDL 

SCHEDL , 1970, Konty札 38 : 362 

穫の記載(雌〉

体長 2. 0~~2. 2 111m 0 長さは隔の約 2 2/7 倍。功、褐色。触角，肢は支褐色。光沢は強い。

鋭部はり1ïlr~J，的阪の上カでH'i/こ[1I]む。表白1は鮫肌状，下方IC 1故小粉粒と;をな剛毛をそなえる。

ilíl~向背は前半が傾斜しp 一良さは幅の 11ゐ倍。但IJ縁はほぼ平行し， fÌÍj方，後方は弱く丸まる。 I、!な縁 l立中

央で強く丸まり約 6 悩の強い瓦状)午をそなえる。瓦状片はほぼ前半古15/と分布し歩前)jのものは大きくな

る。後半は鮫肌1Kで細かいがやや密な点刻をそなえる。前縁Jとは短毛をそなえるが{也は無毛。 IJ\楯板は大

きく，やや一二角形 lこ近い c 魁鞘は前胸背正等隔，長きは隔の約 1 1九倍。側縁は在、i 阿部の 1[1央;まで平行しョ

その後やや強く丸まり， 1[1央部でくびれる。基fißの後)Tはやや隆起し，点刻は不規則で，この後方から点、

<<0 )'\1，が徐々に採し l幅広くなる。列間部は強く隆起し，後方に狭まり鮫肌状。斜面部は I1 1央より前方から

始まりヲややゆるやかでわずかに l判弱。後~!Ij縁は竜J奇状に縁取られる。よりタIJ部は上方に深く， 卜 jjlと浅く

[1日み，鮫肌状で一般に後方Jこ狭まる。列間部は上方l己強く，下方lこ弱く|盗起し，小頼粒をそなえるが， ト

方のものは小さくなる。不規則な短剛毛が生ずる。

持子生樹種:エワ "0

分 布:モノレッカ諸島3 ニコープリテン，ソロモン諸島。

Arixyleborus mediosectus (EGGERS) 

EGGERS , 1922, Zoo1. Meded. R. Mus. N. H. , Leid巴n ， 7 : 215 

体長1. 7'~ 1. 9 111m 。 えさは悩の約 3 倍。ほ褐色。 í~虫戸j ，肢，体下回は茂樹色。 光沢はやや強い)

頭部は IjJ 高，古íJlぎiの一上方で横 lこ [IDみ，不明瞭な縦|発起線をそなえる。表出は小額粒と剛毛をそなえる。

前胸背は円筒形で前方 1/3 が傾斜する。長さは1悼の約 11/3 位。{日IJ縁は後}j 2/3 が平行し， 前縁 iこ連な

る o flíj縁は中)高に丸まり，}L状片によって細かい波状となる。 11:状!'rはほぼ前方 1/3 にあり，前}j会のもの

は大きくなる。点刻は細かく浅く，その|尚隔は鮫肌状， !J 、f局私{はやや小さし半円形ないし三角形。刻鞘

は古íj胸背と等悩。 長さは!隔の約 1 2/31tfo 側!まは斜 l似合ß 中央まで平行し， その後急lζメしまる c 後縁はほぼ

三角形οJJ1列部は 1大しやや k.きくめjiな点去りからなり， i長、止fで tk く PDむ。タ1I 間]~)は 'YJ刊で鮫肌状， /，"Î，亥Ij c

pijlJ毛を欠き，後方で隆起し，小願粒と;小~5i. lllj な i制じをそなえる o ;íFllfÚl'\1l は後)Jム 1/3 Iとあり，急lζ傾斜し，

後側縁はi似たの竜骨状となる。点列部はやや幅広く同lむ。刈間部は扶く隆起し，巻いた短毛を僚にそなえ

る。

寄生樹税[ :ラ Tノン p メランティ，カンボジア判。

分 布:カンボジアヲマラヤ，スマトラョセイ口ンO

Aγixyleborus i持litaloγ(EGGERS)

EGGERS , 1927, Philip , Jour. Sci.. ,l:l : 105 

体長1.7'-v 1. 8 mmo Jミさは'iliuの 2 3!711'i。赤褐色ないし 11吉褐色 c 複l肢は黒色。光沢は強い。

iIJ'l古13は中高，前期の i二 171こ杭のLlIIみをそなえみ c 表面は鮫!日Ltん ドノ'JIC:(，怖かい点主IJ と[制もをそなえる。
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前!刷ドj は rlJ穴から l'jij)}1こ傾斜1 る。長さは似よりわずかにjtさし、。側泌はわずかにメしまり，前々。で弱く

メi まり前縁l乙続く。がj縁はi泣:く h まり， }C状片ーによって紺1かい波状となる o JDIK片は前半 lこ分布し，前)j

に大きくなる。 与そ:の f後芸灸:力万命 lは立鮫即肌L状で lほ孟とと;んど無λ点上

7形巴 c ;2~草tfは苅胸背と等幅かわずかに狭いの長さは '1'高の約 p九位。仮1)縁はさま)j 2(3 がわずかに後)J iと jよが

り，その後ÝL く 1'1;，ま，鋭い鋸歯状をなす。後縁は強く丸まり， llj火:で突出する。背TIíH立法方にイ~m員Ijで

1をな点五日と )~(~J. し判ff:をそなえる。その後万の点列部はやや幅広く深く[l1Jみ， ，/はIJ は不明瞭。ヂIj間内Ill1後ブJ

Jこ徐々に降起し，組造iで紛糾ーとイ士見員IHょ鋭い同iトで1をそなえるが後、)jでは l 苧lj となる。斜面1別立中央の少し

店長から始まり，やや中[ë-，J G 点芦Ij部は背 1I1Iより扶くかっくなる o )iUil',J ril\はやや狭心燃紋列と|刷毛列与を

そなえ， ト方の附 J邑は悩)よく鱗ごも状となる。5t)' 4 タU rlij古15は 'IJj主で消失し，治 5 ヂI]ilj]部は第 3 列[日j部と合"ðít

Ij , W 6, 7 列間部はト方で出1がる。

'Gi~ミ扮ラワンυ

分 社]‘ 7 ィリピンョボ )1. ネオ 3 モノレッカ諸島。

Aγixyleborus rugosijJes HOJ>KINS 

1壬OPKINS ， 1915, U. S. Depゃ A只T叶 Off. Secr・， 99 ・ 59

体長 1. ち-_.1. 8 mmo 長さはi阪のふ\J 24/5 倍。\，、~t'~o )独 JfJ ヲ 1& ， liíj刷工!~~"と腹部トムi血は茂樹色。

は光沢をクくく。

苅古，!5 は1[ 1市 )J に協のLl_I!みそそなス :fJ ('表 II11 ば鮫1)11 状， トノ山長!くべき L 、点主'1 J 同Iiを 4t iぷ

心。

白 íLj比!背はほぼドJW;j応，前ブHj: fl民斜する。長 iさはねiCD約 i言。 í出l絃 iよ，わずかに前方に!ょがる o rlíj側戸i

hま U ，徐々!と前総に述なる。 níH:創立強く iし官、り F 礼状J'iによって波状となる c 礼状片はノトさく，トìfUJ

1/3 より後方まで分布する υ その後万は微細に点主1]され，絞!日L状。周辺の瓦状片西151とは細かい|別宅去そな

えるコ小楯7阪は大きく半円形c 刻鞘は前胸背よりすyずかに狭い。長さは隔の約 18h 倍。 U\l11求は

2/3 がわずかに後Jnと狭まり，その後ゆるく後方に丸まり，関起によって針掬状そなす。後縁は強くプしま

り， 中央部で突出した形となるわ背 lilîの主部は不規nUiど細かくか、刻され，その後方の点列部(11J:いが深く

Ill[みよli刻は不明除。列間部は後方に徐々に隆起し，微細な鮫!日L状?光沢を火き，不規則な i曜IJ毛と後方l乙後i

な県民牝をそなえるハ斜面i~lj は後JT約 1 ;:3 i三{立前し '1 1 ;向。 点列 I~ljtまず{IIÜ と!n'j.f;f{ごあるが， 71 1間部は1大生

り， f士i校5'! と;むな '1'品jぶい黄金色のi河lj毛会そなえる t

ヤ吉正樹極 アピトン芳セラ寸ペカゾ… Jレg ソ3 ジック

分 イIJ: カンボジアヲヅィザピン，ボルネオ p 才うヤ，ス γ トラ，ジ γ ワ，セイロン，セレヘス p モ

IC .:; )J，詳Î ，~~j，オーストラリプ ο

/lrixylcborus grαnifcr (E山口ミ肝心

EICHnOFF , 1879‘ I~ati() ， descriptio , emendat卲 e口rum TomicÌnorum , p. 502 

立 2.7 2.8111111" 長z\ IJ'I'{， iのがJ :2 JJIJ、潟i'íl l!tH士以色司{本ド lÍÜ ， fjrtl角ヲ l決は泣悩ビムo jtJUま

R>.為コ， 、
1-""\之J:-j~" 0 

)i~i :'15 は i_jJ-r j，:，lì ， ヒブJlと不nな始以縦店主i主総くそそえる。}，!:fúíは小~llN と被1伐の l;\lい|滋I!:Gそそなえ ， JÜ.tc 与をとi
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ずる。

前胸背の長さは幅よりわずかに短い。側縁は前方にわずかに広がり，弱く丸まって前縁?と速なる。前縁

は強く丸まり，瓦状片によって鋸歯状をなす。 }L状片は前半に分布し，前方のものは大きくなる。その後

方は微細な鮫肌状をなし点刻を欠く。小tJi'j板は大きく半円形。趨鞘は前胸背と等幅。長さは幅の約 P/γ

倍。仰i縁はほとんど平行し，後方 1/:うから徐々に丸まり後縁となる。後縁はやや弱く丸まり，中央部が少

し突出したように強く丸まる。背面の浪部後方はやや隆起し，点列部はわず、かに!日み，細かい点刻列から

なりョ列間部は不規則に細かく点刻され，その後方は践にEEせられる。点列部は深く凹むが後方では浅く

なる。列間部は細かく粗造，やや疎で大きな頼粒列をそなえ，不規則な剛毛を生ずる。斜面部は趨鞘の中

央部より後方にあり，やや中高。第2JiJ間部は中央より下方で凹む。第 l 点列部は弱く凹む。列間部は鮫

肌状をなした小穎粒を密にそなえ，長岡j毛と短剛毛を生:じ，中央部を除き大きな頼粒列をそなえる。

寄生樹麗:ラワン。

分 布:ビ、jレマ， ~.)レネオ，マラヤ。

Arixyleborus granulifer (EGGERS) 

EGGERS, 1923, ZooL M巴ded. R Mus. N. H., Leiden, 7 : 206 

体長1. 8r~1. 9 mm。長さは幅の約 22/7 倍。黒褐色ないし黒色。触角，肢は黄褐色。光沢はやや弱い。

頭部は中高，前j須の l'方に横の凹みと明瞭な Icj1央縦隆起線をそなえる。表l笥は鮫肌状で小頼粒を疎にそ

なえる。

前胸背の前半は傾斜する。長さは幅とほとんど等しい。側縁はわずかに丸まり，前万は徐々に前縁lζ速

なる。前縁は強く丸まり瓦状片によって荒い鋭歯状となる。瓦状片は前半IC分布し，前方のものは大きく

なる。後方は鮫肌状で不明瞭に点刻される。全体に剛毛をそなえるが，古íJブf，側方のものは長い。小楯板

は大きく半円形。趨鞘は市iJ]iliJ背よりかすかに狭い。長さは幅の約 P/9 倍。似IJ縁は中央の少し後方までほ

ぼ平行し歩その後丸く狭まる。後縁はやや弱く丸まり突起によって弱い鋭歯状となる。点列部は不明瞭，

全体は粗造で小額泣を不規則!c密布し，これは後方で大きくなる。不規則な同IJ毛を生ずる。斜面部は麹鞘

の中央から始まり，わずかに中高，不規則な小頼粒をそなえ純造p 剛毛をやや密lとそなえるが中央部のも

のは鱗毛~C変わる。

寄生樹種:ラワン，メランティ。

分 布:ブィリピン，ボルネオ，マラヤ，スマトラ，セイロン，モルッカ諸島。

Arixyleborus hirusutulus SCHEDL 

SCHEDL, 1969, Kontyû, 37 : 212 

体長1. 8~1. 9 mm  。長さは帽の約 2 1九倍。黒褐色。複限は黒色。触角，肢は黄褐色。光沢はやや強

し、。

頭部はやや中高，出j蹟のと方は横IC[1l1み，不明瞭な縦隆起線をそなえる。表面は剛毛と下方に浅く細か

い点刻をそなえる。

1部IH旬背の長さは幅の約 P/9 倍。側縁は前方lこ広がり， 前方は弱く丸まり前縁に連なる前縁は中央f，ßで

強く丸まり，瓦状片によって細かい波状となる。瓦状片は中央の後方から前方に分布し，前方のものは大
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きくなる。後方の点安IJ は非常に組1かい o 全面に陥Ij::ßをそなえるが，前}j'，側)jのものは長い。小楯板はや

や大きく半崎円形。趨鞘は前倒背よりわずかに幅広し、c 長さは柄の約 1 4/9 倍。側縁は前方 1/3 が平行し，

その後わずか後方に狭ま V)， 後):i 1/4 は徐々に丸まり後縁Jと速なるの後縁は強く丸まる。点列部は狭く~1]

まず，細かいやや疎な点主1]列からなる。列間部は幅広く平坦で不規則な微制点刻と短毛をそなえる。斜面

部は後方 1/3 ?とあり中 fuc 第1， 2 点:7IJ 苦15 はトソJで弱く [lrJみ，大きな点主IJ からなる。列同古，ì5(ま小頼粒と背

高からやや密な長い附j毛をそなえる。

寄生協j種:ラワン，セラヤゎ

分 布:フィリピン‘ボjレネオ。

Xylosαndru串 REITTER h義

Xyleborus ElClmo刊に近似の属で，輸入材からは 2 種が発見されている c

穫への検索表(雌〉

1.一斜面部は迦鞘の中央より後)jから始まるのがj頭の中央縦線は幅広く隆起する。自líî fl旬背の隆起の頂上

は [!I央より後方に位置する。体長は 2. O'~2. 3 mm  0 ・・白句'巳… ， Xylosand附s germenus (BLANDFORD) 

一斜面部(主題将iの基方 1/3 から始まる。自íN見の中央縦線はl隔扶く線状lζ隆起する。前胸背の隆起の頂

上は中央より前jjに位置する。体長は 2.0 mmo .""……Xylos仰drus deruþteter削inatus SCHEDL 

種の記載(雌〉

Xylosandrus germa目us (BLANDFORO) 

BLANDFORD, 1894, Trans. Ent. Soc. London, 1894 : 104 

体長 2. 0'~2. 3 mm。長さは 1隔の約 21/8 倍。黒褐色。複限は黒色。角yt角，肢は黄褐色。体下阿は陪赤褐

色。光沢は強い。

頭部は中 I品 中央縦1浪花沿って弱く隆起する。表面は鮫肌状p 下mこ願校を‘上方lと小点刻をそなえ

る。同j毛はITAi o

前胸背の長さは!隔の約 4/5 倍。側縁はtríJ方にゆるく狭まり，その後徐々に丸まり，前縁lこ連なる。前縁

は均 i乙丸まり p 約 8f自の突起をそなえる。これらの仮IJ):iのものは小さくなる。背阿は隆起しp 中央の後

方が]頁ととなる。瓦状片は前方，側方に大きくなる。点刻は浅くx:mかい。全体に剛毛をそなえるが，周辺

部のものは長く ， i式部中央のものは告になる o /J吋尉反はやや大きく半円形。辿鞘は前絢背より少し幅広

L 、 c 長さは嬬の約 11九倍。 {ftlj縁は趨鞘長の基)jんから 1/3 で最も幅広く， 前後に~5J く狭まり， 後縁近くで

急lζ狭まる。後縁はゆるく丸まる。背i百iは基部から後)j lと中高となる。点、子1]郎は狭く凹まず疎な点刻をそ

なえる。:71]間部は広く隆起せず， 点列部より省で /J\ 2':い点、主IJ と短 ßをそなえるが， ll1ðiJctは後方で長くな

る。斜面部は中央部の後方から始まり， ややゆるやかでわずかに中!話。後仮1]縁は鋭く竜骨状lζ縁攻られ

る。点列部はかすかに叩み，点刻は1flmより訟で大きい。列間部の点、刻は下方で小頼粒 lと変わり，長い剛

毛を年ずる。

14t生樹種:クスノキ。

分 布:日本，支部(台湾，東北地;方)，朝鮮，ヨーロッパ，アメリカ。
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Xylo拙ndγus deγuþteterminatus SCHEDL 

SCHEDL, 1964, Reichenbachia, 3 : 213 

体長 2.0mm。長さ l対話の約 P/g 倍。尽褐旬。複肢は黒色。体 FITl.Hま水褐色tないし寅褐色。光沢は強

し、。

頭部はやや中高，市]顔上方lとは横の I川みをそなえ，細い IIJ央縦総省とそなえる。表面は鮫肌状，中央部に

は粗大な浅い点主1]をそなえp 下方は細かく粗造となる。剛毛は疎。

前j刷背の長さは帽の約 8/9 倍。側縁はやや強く丸まり，前方は徐々に九く狭まり前総に述なる。 Ilíj絃は

やや強く丸まり，瓦状片によって波状となる。表而は中高s 頂上は中央より前方!こ位置する。瓦状片は前

方， ~llJ方で大きくなる。点刻は浅く細かい。向IJ毛は全体に生じ9 周辺のものは長く，基部中央では密とな

る。小指仮は大きく半円形。麹鞘は前胸背より幅広し長さは幅よりわずかに短い。側縁はその中央部で

最も幅広しがj後l乙剥く狭まる。後縁は弱く丸まる。背面は基部より後ブ'nこ IIJ高となる。点列者11は狭く，

x. g即時w抑制S より密な点、刻からなる c 列間部は広く，隆起せず不明瞭，似IJ方のものははなはだ政な点刻を

そなえる。斜商部は基方 1/3 からゆるく始まり，その後やや訟でわずかに l ドrJJo 後側縁は鋭く竜骨状に縁

収られる。点列店13は狭心箔1， 2 列間部は浅く [li1み，明瞭な点、主IJからなる。列間部はやや広く，ほとん

と、隆起せず，上方から長いJlTIIJ毛を生じた小頼粒列をそなえる。

寄生樹種:インドネシア材。

分 布:セレベス，モノレッカ諸島。

Xyleborus ltJICHHOFF 属

ζ の隠は1， 000 種以上の記載起があり，世界中の森林 l己分布するが， 熱帯l乙多い。輸入材からは 53 種

が i司ヱ立されている。

穫への検索表(隊〕

1.一魁鞘斜Tfll 古jlは抑圧され凹む。後縁は湾入部長そなえる。x.戸umilus では後縁が直線かわずかに間

む o “・.......…-一一…- …一…・.........“ h ・…・…・ ー……・・・……………‘ード・…. 2 

一組鞘斜面‘郎は普通中高， 卜~jjで押EEされでも下半昔日では中高となる。斜面部が半円形に抑圧されど〉

場介 cx. exi抑制めには腹部が麹端iを峨えて伸びるため，イ本の末端はくぴれ波状となる。リ・....・ 11

2. 組鞘斜面部はほぼ全体が平均lζ押圧されp 側方はほとんど隆起しないo ・..・ー 悶.....……...， 3 

L趨鞘斜面部は深く押圧され，側方は強く隆起する 0 ・・ '"・…一 一…….....い・............恥 5 

3 一体は大きい (2.2 mrn 以上)0 迦鞘の後縁の両側は丸く突出する。点列部の点刻は大きく， Jrj間部

の点刻はi1Jjfi索。……. • . . . • • . .…・・…・…一........，....，.，..........・...・ e ・・.. . • . . . . . . • . . • • .・・ .....ー・・・ 4

体は小さい(1. 9~'2 ， 3mm)o 0H智j の後縁は突i_-]-_Jjせず， 先端はほぼ一声店長。点列昔11 の点刻は小さ

し列間部の点刻は不明llliL .，..司 .............，..・・・・・....，...'"....."Xyleborus j抑制ilus EGGERS 

4. 一一体は大きい (2.6"'2 ， 9 mm)。旭硝は前胸背の1. 5 倍より j，-，:い。斜面郎の|時IJ毛は少ない。

Xyleborus al1ψlexicauda HAGEDORN 

一体は小さい (2 ， 2~~2 ， 4 mm) 。迦草Jí(士市~~~]背の長さの約1. 4 倍。斜面部の剛毛は多い0 ・

, Xylebort時金肝S!隅ilis EGGERS 
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5. I前月旬背は細長く，長さは帽の約 P/S倍以内。斜 i厄部は組鞘の中央より後方から始まる。 …一… 6

しがi胸背は非常に細長し 長きは*話の約 P!2 倍。斜面部は規符jのほぼ中!たから始まり， 極杭H'と*社i長
い。前1向背後半の~，~刻は細かいっ斜面部の it:縁は弱く政状をなして rnむの体長!士約 2.5 mm" 

. Xylebc庁us vestitus SCHEDL 

6 姐 く (2.2 mm  以 LJ。趨鞘斜面部後縁íz上半 IIJ形ないし，それ以 J.lrì'裂く[1r1 tì。……… "'7 

い (2. 1~"2. 2 mm)o jj肘削?河川君後縁はわずかに波状!と山むハ・

-………一… .Xyleboγus cylind間航。rPh也S EGGERS 

7. I一辺鞘斜面j部の湾人出の lilij但IJは後方lζ尖 UJすみ。側縁は先端の鈍い剥11かい鋸歯状をなす0 ・・・・ 6 ・..・. 8 

L主選鞘斜面泌の湾入部の 11可側は突出ゼず， 1L立るか単lこ内方で flJ ばる。ゐ。"""い……巴.....…ー旬。 a 臼

8也 い (2. 5'~2. 9 mm)。斜 lRi部側万の大きな 2jミ起は下方のものが大きい。前!胸骨の前縁は

より抜く丸まるの. 一 . Xyleboγus fiαstigat拭S SCHllt:孔

体はノトさい (2.4 mm)o 斜而[信仰ブ了の J.::. きな 2 突起はほぼ同じ大き 30 前腕背の前縁は強く丸ま

る。 Xyleborus laticornis SCHEDI. 

9. I前』旬 Ff干の点主IH立大きく|羽棟。趨鞘斜面i部の後縁はほとんど単 *'~Iこメしまる α …... ......・・ー 日可。 10

1 ~rJ Íj ij陶背ω点刻は非常に細かい。楚!草自主'1 Tm:'，îlの後縁は納税状小突起をそなえ波状とな乙。体長は 2.2

~2. も rnmo ・・…・冒・“岳且駐日圃芭‘・ a ・………‘… ...，......ーも 巳 一一- 一一... ー . Xyleboγus a拙þhicγαnul割S EG羽田

10号 いぐ:3. 3~4. 2 rnm)。迦鞘斜面 g~はやや)L く ， Iえさは悩より小さく p 後jjの i~~入 -(:I-)jの阿 íftlJ

い (2.5"'"2.8 mm)。泊桁斜面否~\は前u尽く ， f之さは III~\より jえきし後方の湾入1~ì~ ()片lJ仮Ijiと

は小粉粒をそなえる 0 ・・切・….，.....一国昭 E 白 a ・・ ・・ 領・ ・... ....尾切 Xyleborus fallax EIC担宜OFF

11. 一週鞘斜I訂品名は背面白から急 lこ裁断され円形，その周辺は低いが議脅'状lζ縁取られF ツヅミ状となる G

体長は 4.4mm。一……・・…・…… E い…。…………………・・白 E ‘ a ……ー..... Xyleborus c出1citatus SCHEDL 

-xìJ鞘斜面部は背面ーから徐々に傾斜し，かりに急 iご傾斜することがあコても(X. obliquesect削)長形

で上縁l土者割犬iζ縁取られない。 υ..... ・...，…...・...………。、"，.… E …・・..い白い ・・・ーーー・ー ....12

12・「小楯板は三二角形ないし4'- f!J]長で J::.きく背面より明i僚に認められる o ........・ 0 守。...・ 4 ・ 6 ・ a … H ・・ 13

I_jJ\指仮は J~~面から見えないか，細長く竜骨状化なるかあるいは細長い給門J[; となる。 ・ 0 ・......・ 48

13. ï一周粁jの背!街は不規則lζ点、亥1I されるか，点、刻をほとんど欠さ明瞭な列とならない。…・町刊司 0 ・・....."・ 14

担革îiの背wn土月m僚な点空IJ 子IJをそな f る。いい..…，....・.. . • . • • • , • . , , . .白右白今令砂川・ 台@ 叩 16

14 包 一体 l立大きい (4. 8~ 〆5. () mm)。惣桁の背面iとは段た j~~J. し、 liiÙ I]1こそ街にそ忽える。斜面部[土JAjJ 1/ ，1 か

ら徐々に始まり，弱く l王せられる。前!向背の側~Wk i立法プ.Î 1/4 から徐々に狭まり前縁へと移行する。

ー日… ...Xyleboγ制 þunctatíssimus EIClIl問問

ーや~は小さく (4.4 mm  J孔卜) 0 3ヨ自革 1 の背面には立ったj弘、 I:~II毛を仰にそなえる。斜面告11 :立中央 i\:ljjjl

ら始まり，少なくとも日如、 lþ~布。前flvíJ!'r 0) (WI縁は当山、弧状をなしても，ほほ平行し， J�勀 万で前縁に

移行する。 …… ......一………….....'….，....，.. ー包・ e ・ h ・・ ・・............. .15 

15. ， -j本は大きい (4.0/4.4 mm)。組鞘斜面制立中央 :\1;から急vr傾斜い光V\があり， }!技IJ刈と列[日j部

lて小額校列与をそなえる"・…ー…・司.. . . • • . • • . • . .号一一.，.，・剛 Xyleborus obliquesectus EGGERS 

い (2. O~，包. (j mm)。組革flの ~r↓防l'Ùl)は rjlグミから徐々に傾斜い光むとをう;今，点;yi] :'.1;はなく
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不規則な頼粒を密にそなえる。，..，.... ・・…......，.....・ a ・.........Xyleborus semiopacus ElCHHOFF 

16. I麹鞘背面の?JiJ間部lこは不規則jで密な頼粒をそなえる。体長は 3.9~4.4 mmo ・

.. Xyleborus uγsul日S EGGERS 

L麹鞘背I扇の列間部lとは点主1]をそなえるか 1 列 1=並んだ~J1i な頼粒をそなえる。…田・……口.，......・ 17

17. ，-前胸背はほぼ半球形ないし矩形。幅は長さより大きいか同じ。ー………・回・ー…・……・……一...ー…18

L自!Íi~旬背は細長く，隔は長さより小さい 0 ・・・・ H ・ー …ぃ・ー.，・"……・..."・ e ・ ."・ H ・…".・ a ・"・固い 34

18. ，-麹鞘斜面部の後側縁は丸まり，竜骨状突起を欠く。………..・ o ・........ 一一ぃ……………… 19

L麹鞘斜面部の後但IJ縁は角ばり，竜骨状突起となる。………...................・ H ・.....・ H ・........・ H ・… .21

19蜘「体は大きいく3. 9~4. 2 mm)。麹鞘の列間部の印íl]は浅く不明瞭であるが大きし点列部のものよ

[ りわずかに小さい。斜而部の突起の基部は高まり，左右の突起潤は低い o

・・掴 .Xyleboγ祖S 51世.bcostatus EI'巳HHOFF

」体は小さい (3.6 mm 以下)。趨鞘の571]間部は小頼粒列をそなえる。斜面郊の突起の芸部はほとん

ど高まらず，左右の突起閣は点列部を除き低くならない0 ・ u ……・………・…・白司白・・・………ー一……20

20. 1-体l立大きい (3.1~3. 6 mm)。麹鞘の仮IJ縁は後方l亡広がる。斜面部上方の点列部の剛毛は非常に短

| く不明瞭。列間部の剛毛はより密。............ ー Xyleborωb伽lfat悩 (MOT則川KY)

」体は小さい (2. 3~2. 5 mm)。麹鞘の個，IJ縁、はほとんど平行する。斜面部上方の点子ú部の剛毛は恕い

が明瞭o ?JIJ間部の剛毛はやや疎。・・・・…-………....・……"..Xyleborus costatωnorPhus SCHEDL 

21. ，-趨鞘斜阿部は非常に密な短い鱗毛におおわれる。体長は 2匂 6~2.9 mmo" ・・・ 0 ・

Xyleborus co官cisus BLANDFORD 

一組鞘斜面部は鱗毛を欠き， J!íilIJ毛をそなえる 0 ・......…ー…・一一……目……..・ E ・-・目……..........一…ー 22

22・「遡鞘斜面部は不規則IC点刻され， 点列部を欠くか， あるいは点ylJ部が不規則な約 2 列の点刻から

(なる。一般に 1 列の種類でも少なくとも第 1 点列部は中央で不規則な 271]となる。 23

Lー遡鞘斜面部は 1 ?JiJ の点刻からなる点列部をそなえる。….，.........・ー・・・・…ーい・・・...・・… 27

23. ，-旭鞘の第 2 ?JiJ間部は基方 1/3 から強く降起して後依IJ方 l乙曲がり，斜面部上側縁にかり数個の大きな

I 1翁状突起をそなえ，その内方は半円溝状IC圧せられる。体長は 6.1~6.8 mmo ・ .••. 

. Xyleboγus sexspinatus S巳HEDL

L麹鞘の第 2 ?JiJ阿部は他の;YÚ間部と同様にわずかに隆起し，後側方lと曲がらず，かりに曲がったとし

ても p その内方は凹まずp 腐起をそなえるか，あるいは ζ れを欠く。・…......…. ....白…………24

24. 体は大きい (5.6 m m  以上一)。越鞘斜面部の点刻は不規則でヂIJ間部は認められない。 X. posticeρilo-

sus では穎粒列によってのみ列間部が認められる。前胸背は短く。 111高は長さより大きい。一…・…25

一体は小さい (4.9 mm 以下)。麹鞘斜面部の点刻は点列部を形成し，列間部は認められる。前胸背

のl隔は長さとほぼ同じ。一......目..一 ・・ ・・・・ E ・・・・ ・・・ 6 ・・・・・・・...一......・・ 25

25. 1-魁鞘斜面部の上半には不規則な癌起をそなえる。背面の点列部は大きな点刻からなり，強く日lみ，

j 第 1 点列部のものは大きく不規則に救ぷo ?JiJ n.9部は弱く降起する。斜面部ド方は会合線に沿って丸

(く隆起する。体長は 5. 9~~6. 5 mmo ・ ・ ......""....Xyleb抑制戸e仰がlifer SCHEDL 

L楚!鞘斜面部の列間部はやや密lと並んだ頼粒列をそなえる。背面の点511]部は細かい点刻からなり浅く
GIIみ，第 1 点要Ij郊のものは他の点列部と同様 l 列 lと並ぷ o ?JiJ間部はほとんど隆起しない。斜面部の
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下方は会合線を中心に縦に強く隆起する。体長は 5. 6'~6. 6 rnm 0'" Xyleborus 戸osticψilosus SCHEDL 

26. 一体は太短く， 長さは l隔の約 2 519 倍。麹料背面の点列部は納く凹まず， 細かい点刻のヂIJからなり，

列問iÌjíの点刻jは点列 i~ßのものとほぼ同じ大きさで基方において不規則となる。複限i間は丸〈凹む。

斜I副部の悶[1毛は下方で長くなる。休長は 3. 3~3. 9 mrno ・ー ーー ....Xyleborus 刑acropte問S SCHEDL 

i 体は綱引良心 良さは l隔の約 21/9 倍。姐鞘背面の点列部は上七較的広く山み， やや大きな点刻の列か

らなり，列問filíの点主IJは点列部のものより小さく HlJ tと並ぶc 複般市]は平上旦かわずかに隆起する。

斜面部の側主は下)jで長くならない。体長は 4. 3~4. 9 mmo ..い・ .Xyleborus �seudomajor SCHEDL 

27. ，-刻鞘斜面郊の第1:5'1]間部は頼粒をそなえ，第 2 列間部と同じiEJ:さか，わずかに高い。…一…・・目… '28

L麹鞘斜[面部の士事 1 列 11司部は矧粒を欠色第 2 列同部より低い。体長は 3. 2'~3. 3 mm。

..Xyleboγ也s funereus LEA 

28. ，-体は大きい (3.4 mrn 以 1:) ・・・ ・ 6 ・ …。，ー……...・…・..開・…ー…ー……..，.・・…."...・・ E … 0 ・・ .29

L体;は小さい (2.8 mrn 以下) ...ー……..……ー....................，......'ゅ・ ・ 0 一......ぃ・ 4 ・.......・・ .30

29. [-麹鞘の背面l主基方 1/3 が光沢強く，それより後方は光沢を欠く。体長は 4.1~.4. 3 mmo 目

，.，..，......，...............，..........・ Xyleborus quadraticollis EGGERS 

I._ !2Þl.鞘の背面はほぼ均一な光沢をそなえる。・けい…けい……，・・............，........号。守口.，...……...・31

30. ，-趨鞘斜面部は光沢強く，亨1]間部の問[1毛:は長く，列間部の幅より長い。体長は 2. 5~2. 6 mmo ・

Xyleborus velatus SAMPSON 

」迦鞘斜面部は光以弱く，ヂ1]間部の陥[J毛は短し列間部の幅より短い。体長は 2. 4~2. 8 mmo'" …・・

.. Xyleborus 抑oxius SAMPSON 

31. ，-趨鞘の斜阿部は光沢があり，点子1]部の点刻 lま背HI.îのものと同 1二大きさで密。第2)i1]間部は下;仔まで

!頼粒列をそなえる 0 ・ 砂…，.，.…・・ E 町・.......・・ ・ーー.. • . . . • • . • . . ・・ー・・・ー‘・・・ 32 

-趨鞘の斜面部は光沢を欠き，点、列部の点主IJ は背面のものより大きく疎。妨 2 3'1]間部は下方で頼粒列

を欠く。休長は 3. 4~3. 8 mmo ........一…ー一..""・…………町一……ー…目 Xyleborus validus EICHHOFF 

32 ・ 1 趨鞘は太短く， 長さは i協の約 P!s 倍。頭部のiE中総は細長く i見瞭に降起し， 上方lζ凹みを欠く。

斜面部は麹戦中央の前から始まり，頼粒は大きい。体長は 3. 4~.3. 8 mmo ・

. Xyleborus i日teη;ectus BLANDFORD 

一週鞘は細長く，長さは胞の約 P/S 倍。頭部の J:E中線は下方に短心弱く隆起し，上端に凹みをそ

なえる。斜面市は魁鞘の [C!J央より後ifから始まり，新粒は小さい0 ・・・・.....，...・・...ー..・ 33 

33. 1-遡鞘は前町長山 2倍。聞の点列部町いど圧せ山いo f4;: Ji::は 3 … mlTI o

Xyleborus destruens BLANDFOR百

一麹鞘は前胸背の長さの2{己より短い。背面iの点ヲ1]部は疎で弱いが圧せられる。体長は 4.0 mmo .一

…Xyleborus procerrimus SCHEDL 

3但4. 1-一遡鞘斜)商新部の後側絃は7花L

!__一遡鞘斜面部の後{側目則q縁 lはま主屯記骨状に縁取られない。.....， ......υ...... ‘.一..........噂 ..........................39 

35 ・ l一週鞘斜面部は中央近くから徐々に始まる。斜面部は光沢を欠く c 体長は 2. 3~2. 6 mmo ・・

... Xyleborus solomonicus SCHEDL 

麹戦斜面部は後方 1/3 から始まる。X. similis を除き斜頂部は光沢を有する 0 ・・切・...・・・ h ・・ .36
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36・「前胸背の側縁は首íj方で強く丸まり，弱く丸まった前縁 lと速なるの趨草I'íの列間部には明瞭な長い間!毛

をそなえる 0 ・・ 0 ・ a …・….....""'………… ι …..........・ H ・."…...，..・弓......川町 …...・..，.…・….....，・ 0 ・ z … 37

一前胸背の側縁は前方lと徐々に丸く狭まり，担IJ縁Fìíî方と前縁は~I/'刊 Jf:: となる。麹鞘の手IJ間部には不明

lまな非常に短い同IJ毛をそなえる 0 ・・台一…・ 6 ・…・・.............一日…".白い@ ……........…… 38 

37. ，-体は一般に大きい (2. 1~2. 5 mm)。前胸背の基方は光沢が強く滑らかで Ii}j隙な点亥uを欠く。麹鞘

はやや長七 長さは隔の約 13/4倍。第 1 点列部は密な点刻列からなり明らかに凹む。斜面司[5は刻

鞘の後方 1/3 iとあり，やや急で光沢を火く。第 1 列間部は中央で広がり 2 明隙な円錐形の突起与をそ

なえる。 …日……....……一…・・・…...………・・ー…・……・…………・・…… Xyleb計担S SI押zilis FERRARI 

ー休は一般に小さい (2. 0~2. 1 mm)o ]]íjJJ旬背の)主)jは光沢を欠き微細!な鮫肌;1む点実IJは不明隙。麹

鞘はやや王立し長さは縮の約 12/& 倍。第 1 点:>'1]部はやや疎な点おIJ:>'11からなり，ほとんど閉まない。

斜面部は麹鞘中央の後方から始まり， ゆるくかっ光沢が強い。第 1 列間部は中央において広がら

ず，微小額粒列のみを有す-0 0 ・ ・ぃ・ 0 ・ぃ…・町・・… … ..."...ー..........・Xyleborus indicus EICHHOFF 

38. ，体は大きい (2. 3~'2. 5 mm)。前胸背の後半は鮫WL状で光沢をタくき，点主iJは明瞭。魁鞘背面の点列

部の点刻はノトさく疎で，それ自体の直径より需if れる。……・ 9 ・・ぃ ..• Xyleborus glabratus EICHHOFF 

い〈α1. 9~'2 目 Omm)λ。 前胸背の後半は光沢が強く心.r点1主刻|リ:j[はま不明瞭。主麹目草鞘目背面の点F列!刊i 古部1告iのl

妻刻刻IJ は大きく密で，点刻問はそれ自体のI直径と同じ。............……一……ぃ Xyleborus laevis EGGERS 

39. i 前胸背はほぼ全市に瓦状片をそなえ， 落部?riま小額粒だけをそなえ点刻lを欠く。体長は 2. 5'~2. 7 

I mJIl o '" ・…-ー………・.........，..….........・…………………….，..・......，..・ .Xyleborus satoi SCHEDL 

一前胸7-7は前土fに;瓦状片をそなえヲ後方は小さく不明瞭であっても.'え実IJをそなえp 瓦状片 3 頼粒を欠

く 0 ・・圃......… o ・ e ・........，…・………・……助，....一………旬。… E …・…。… ." ・・…。....・・ ・… a ・・ 40

40. 趨鞘の後縁は腹部背板が後方l乙現れるため， くびれた波状lと見える。斜面部は半円JI> ?ζ圧せられ，

点主uを欠く。側方は隆起し，上方lどは長毛を持ち大きく尖った l 突起と，下方と但IJ方 lとは各々短毛

| を持った小さい突起をそなえる。体長は 2. 7~~3. 0 mmo...... ・ー・……・ . Xyleborus exi・1時間S SCHEDL 

L魁鞘の後縁は単純10しまり，腹部背板は現れない。斜面部はほぼ平坦か 1I1高F 中央部が縦l乙庄せら
れることがあっても必ず点刻をそなえる。ーぃ .......，・・………・口一一…・ 0 ・ー"........ ・・ ・ 41

41・「麹鞘の斜面部は急で，後側縁 lと尖った数値の突起をそなえる。...也・ E ・. . • . . . . . • . . . • • . • . .・幽いー42

」迦鞘の斜面白5はゆるやかで，後保11縁 iと頼牧市tの突起があっても尖った突起を欠く 0 ・・......，.・ ...4 :i

42. い (2. 4.~.2. 7 m日1)0 IltrM旬背の段、1'.の点亥IJは 19J際。遡革ì'íの後縁は強く丸まる 0 ・

Xyleborus subag附tus EGGERS 

い(1. 9'~2. 4 mm)。前向背の後阜の点主1]\ま微期11. 加料の後縁は引く jしまるの

日… .Xyleborus agnat叫S EGGERS 

43. 趨鞘の斜面昔15の中央は縦に低く，単lこ下)iの会合総lこ沿った部分だけわずかに隆起し，第 l 列目]部

は上縁だけに小突起をそなえ，1;fí 3 列間郊の ijJiたは明瞭な突起をそなえ，これより外方は明らかに

隆起する。体長は 2. 2~~2. 6 mmo ・……...・・"....，.....，……目・…… Xyleborus ferrugineus FA問ICIUS

ー趨鞘斜面白1の 111!たは縦に低くならず，第 2 タil] l前部が部分的に押圧されることがあっても会合線は

弱く i絡起し，第 1 J'1] 1苛部は i 縁だけでなく 1~2 仰の突起在そなえ， ff)33司J間i誌の突起は小さく内

方のものと市]じか，それより小さく，第 3 列 fltltiむより外ブJはわずかに隆起する 0 ・目。…"・ a ……...・44
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",45 

く。前腕背の点主，IJはやや大きい c ~~.;↓Wj トの冴1， 2 列 1:\1 {:ISの r:~iJ1":は第 1 ， 2 列間

郊のものの 1/2-，，1伐のJ二さ。斜而[恨の突iとは小さく駅付状。体長!土 2 ， 0'2.4 mm" 

Xyleb01削 ma，w;aré河 sis E.\c l1日OFF

45匂，--J;tj草月末、11伺j-ijfjの突起はややぶにきく， 第 L 2 列!首il1li立中央でやや任せられ， その l、ゐやはり4 く降!巳し，

第 2 :)il] r日]i':a5の|吋]C:は非常に初いかJ三〈ても郊 1 ， 3 ~ilJ nu n~jのものの 1/3 以 I~ ， rlíj!j九，Ií~~の jll 主 IJ はノトさ

くィ:IUJ ILIit" ー ι ， 4自

将~;J~千 rfTI {qìQコ突起 i;í小さく j'H11'状なし、し獄中立 i: , 併し 2 子iJ íliJ滞は Kj---で 'IJ;たで店けられず， U~> 2 

列問f恨の附屯はおし 3 子IIIkI'JN5のものω1/2- -1/3 依 3 市川知 73の点刻は剥1Iかいがり]的。吻 ヨ 47

46. 一日市前抑i守払'J:胸陥陶jパ汁7千一T はイやJぺfや、企納4折討 j反乏い ο 自が前íi縁は5怯強古主}く 1丸Lま る。 側縁は I中!わ1 グ央と i印'11) よ lり) l'白前jí山íJ)之万j之i

iはま 1焔ì~日の約 1 7行19 倍 o よ点土江，~J列lり部:沼幻は山し、市カ〉叶f明珂らか lκと引i山l日山lリj す打f為~ハ 主斜、IIげ順f出a 在出郎|店:の矧起 iは立より大きく心》 同11毛はやれ短く脱。

体長は 3. 0-~:1 ， 6 日1rnu ・....， ••. ..........." ••••••••. ー"'"Xylehorus jJfeili (RATZEBURG) 

fiíJ!1旬 ?:f はやや短い。 níj縁は引く )Lて。係IJ!妥ははば !II央日jlで最大相とな心。郊鞘はややJ，iJ かく s 長

さは 11I討の約 1 3/4 ~{fl: c 第 1 点列部ii [Ji!まな l 斜 f(j:j ~\-l~の問起はノいさく， Fi;II! 三 f ;t J又く心 組鞘の後〆カ

の尽l広告おびた Wi!{イょが多い。 ':1.1には 2. 5'':l. 0 mm  Xy!eboγ148 cognatus BL悶師団む

47. 趨鞘の {NIJ%誌は斜lìüi':11 (1コi[ 1:央までく 1;i(まり，その後三tに丸まる c 後縁はややく)Lまあ η 背 IIII の点

列部はやや情ど任せられ?点、刻は大会い。料百1部はやや急c 材、jミは 2 ， 4'''2 ， 8 mm っ

Xylehonts torquatus E1CHHO抑

l 趨鞘の側縁は斜傾郊の IlíJ:1jから徐々にま J まり i支縁はやや長< )Ut みへ点ヂ11 部はわずかにEEせら

:{'L ，点主せは細かい。 ゆるやかコ休長;ま 2.0'-"2.5 mmo' 

. Xylehorus 戸erforans (九九TALLASTON)

48 ,. 組草fjの2ま滋は会{'ì，t~F: j;T[)rとおいて弧状をなして後 Ji ic ~J] み p その 111央 iとは j乏 j，fijl;なし、し長椅円形のiI、

19. 

楯阪をそな点る。 49 

!il/まず，而]泌鞘はほぼ ;hUYi、まで会合し， /1\杭H夜はJ~~;(ーない。 ‘ー町・'"台、" 52 

必い t6>~1叶えの縁取りをそなえ?知事をする。料í(rÎ ，':15 のi'.;'l; 2 亨II[昭郎は IUj まず

民主要uをそなえp 後来誌にはうぞおふを欠く ζ:HH1)'j会 fT線]iflJ仰にはお'i l旧民の弘jtJ-)隆起在そなえるハ体Iえは

1. fj-.l.? ll\ 1羽。 ..Xylぬorus di官肝sicolα EGGERS 

上特斜 IIù il15i土 ft: f'.Jnと主'~J 状の縁J反りそ:うにさ， 尖った;支f起 ;'2 ffーよる。利 11れ;"，15の ;1'1; 2 苧 Ijím:'ii5 ばjH l J;ハ

li~IJ毛ダ1_1を欠く，後禄 lとは尖った突起なそなえる。凶t~~N、;山川fillJ 形。) [不起をにく 0 ・ 匂 50

50 体は Ji さい (2. O~J2. 4 nlln) 0 j羽桁列 r i-U ，''í-l~の車問末列は部 1 )iU Il-U;:.'d)では中央よりわずかí1i! )j'\叫rt l ぴる

が3 仰のものさは r[lうたよりがj方にMJびない "'0" ぃ・ e 、・ム 0 ・ "'Xylel>o; 川 saxeseni (RATZEBURG) 

はノトさい(1.8 rnm 以下)0 組鞘列r:封印の頼杭タ:J i土中央部主とえて 1百万;と伸びる"，" ". "" "",,51 

51 体は太きい(1.6""1. 8 mm)ο 組靴の側縁は後んで泊く狭まり，主総 t :;t 1]~t1 く)lまる c 041日必の問rE

はヂu間苦15 の PI誌の約 2 .rr'l~' 前 !I旬千?の役 )-!":tiß はほとんど!f.!(毛。 Xyleborus exiguus WALKER 

l 件、仁川\ざい (1 巳 1 mm) っ別料i 0) 附~lg"主役 }f"( 以くが:まり，役総 IJS;\! く hi ろっ *11耐 )"15の 1，制 1三はほぼ

ヂu悶 /~ì)0.) IjJ11r"Ìかそれより少しんゐい。iJfjij向 yyo)後、川市は附11 モヰムそなえる，，'Xy!eborus shaゆae HOPK1NS 
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52. ~体lま大きい 0・ 2~2・ 4mm)。遡鞘の:陸部会合線の両側~C (立大きな深い凹陥部がある o 麹鞘の後方

は強く狭まり，先端は鈍いが尖る。前胸背の側縁はほとんど:平行し，前縁で急lζ丸まる。…

…・ー・…… . Xyleborus sub鈍aevus SCHEDL 

一体は小さい(1.4 mm)。麹鞘の基部lとは凹階部を欠く。旭鞘の後方は弱く狭まり， 後縁は単純IC

丸まる。前胸背の側縁は前半。から徐々!と丸く狭まり前縁となる。....・H ・ .Xyleborus ρedellus SCHEDL 

種の記載(雌〉

Xyleborus ρumilus EGGERS 

EGGERS , 1923, Zoo1. M巴d巴d. R. Mus. N. H. , L日id巴n ， 7: 209 

体長1. 9~2. 3 mm。長さはi隔の豹 11九倍。赤褐色。複限は黒色。光沢l土強い。

頭部は弱く中高3 前rO'Iの]二1] 1土横 IC凹む。表面は微細な鮫肌状， 下側方lこ微細な点主1] と剛毛をそなえ

る。

前;絢背の長さは幅の約 11/3 倍。側縁は前方lこ広がる。前縁は強く丸まり ， 1i状片を欠く c 瓦状片は細

かく中央より前方lと位置し，強1]方では後方に伸びる。点刻は不明瞭。ノj\楯板は小さく半円形。旭鞘は前胸

背よりやや広く，長さは帽の約 21/9 倍。似IJ縁は中央部まで平行し，その後弱く，後縁近くで強く丸まり，

後縁は非常に弱く丸まる c 点列部は狭く[リ!まず，やや大きな点刻の列からなる。列同部は弱く隆起し，微

細な点刻を疎iとそなえる。第 1. 3, 5, 7 列間部の後方と側縁近くは同1]毛をそなえる。斜面部は遡革11の後

方ほぼ 1/3 にあり，ゆるやかに傾斜し，ほほ平坦で会合線部が弱く[寝起する。後仰il;i司は波状をなして角ば

り|剤毛をそなえる。表面はやや光沢が弱く降起し，微細な点主IJを疎にそなえる。第 1， 3, 5, 7 YiJ間 rWSの

後方と側縁近くは同1]もをそなえる。斜面部は遡鞘の後方ほほ 1/3 にあり，ゆるやかに傾斜し，ほぼ平坦で

会合緑、部が弱く隆起する。後側tlj は波状をなして灼ばり剛毛をそなえる。表面はやや光沢が弱く，上方会

合総両側には各 11回の小突起と中央部両側に Pl錐形の突起をそなえ，これらの基部は膨れる。

寄生樹種:サパラウンド材。

分 布:インド支部，ピjレマ，フィリピン，ボルネオ，"<ラヤ p スマトラ，ジャワ，セイロンO

Xyleborus amlうlexicauda HAGEDORN 

HAGEDORN, 1908, Dtsch. ent. Z. , 1908 :百

体長 2.6~2.9 mm。長さは隔の約 2 7九倍。赤褐色ないし黒褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部は弱く中高，両復日艮問 lま横lζ 日 11 み，その下方lこは短い縦降j也線をそなえる。表面!は横山11泉の下方lこ

小点刻，小頼粒と剛毛を1聞こそなえ， と方は鮫肌状でやや大きな点刻をそなえる。

前絢背の長さは ~Jrnよりわずかに大きい。唄u縁は後方に弱く丸く狭まり，前)iはまるく狭まり前縁 lと速な

る。前縁は強く丸まり，ほとんど瓦状片を欠く。横隆起は非常に弱く中央より前)yにある。瓦状片は細か

し側方では後方まで分布する。点、刻は細かく，側方で需になる。瓦状片部，側縁lとは阿1]毛をよ仁ずる。小

楯板は小さく半円形c 姐鞘は前胸背よりわずかに広く 9 長さは限の約 14/5 倍。側縁 l土中央部までわずか

に広がり，その後丸く狭まる。後縁は中央部が浅いが幅広く凹む。湾入部の後側角はゆるい弧状をなす。

点列部は狭く閉まずp 疎な小点刻のYiJからなる。列間部は幅広し点列部のものより小さい疎な点刻の列

をそなえる。第 1 ， 3, 5, 7 YU間部と側方には長い間IJ毛を跡、iと生ずる。斜Ûli部 lま魁鞘の中央の少し後方か
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ら始まり，ゆるやかに傾斜し，わずかに!主せられるハ会命線の両側出仰と pr]む c 後担1)縁、はな削犬 iC縁取ら

れない。 ~11J}fは 1Jずかに隆起するの点列部は不明|旅で， 1:. ブí S(í 2 亨 1) 問自，ßにあたる所と 1].1央部ドプi第 3 列 11服店

か5l~ 4 にあたる所にそれぞれlit 郊の ihtんだk:flll 、IlJ~fíJ訟の突起をそなえる。[縁、側縁，後縁近くには約12

悩の PJ~{H巴ノト災起をそなえ， ζ れらのうど起はいずれも剛毛を有する。

?守主l= 1!!nIli ラワン。

う} 1tî:フィリピン， ;F'ルネオ，マラヤ 9 スマトラ，ジャワ。

Xyleboγus peγsimilis EGGERS 

EGGRRS , 1927, Philip. Jour ‘ Sci. , 33 :ヲ7

体長 2. 2~"2. 4 m1l1 0 長さは胞の約 2 4/5 的。赤褐-~ないし黒褐色。複「肢は烹、立ぃ光沢 l士五円、。

!ポj;ì5は弱く隆践しヲ縦i盗品線を欠~)微相|な点以iJをそなえるが， J二 {fil)ブJでは大きく告になるの ['ìh]複fl.Qを

結んだより上方はやや院出が'jnl <鮫肌状をなし，点、刻をそなえる o :1で|白1)こ|刊I]Eを保生する。

前胸?背子の反:ざき lはま 1陥の約 1ド九4 {/ιJ 

Jにと f白前ìí山íj 私縁uにと叶F移多針i行了する o l前jí市iむj総は~~'弘的主虫i史1 く j点[しtまり P ほと λノどJ1;状)~を欠く。表jm(土問降起を欠く。 礼状乃は細かく，

I]J央のが]方に分布しヲ似ゴJは後);まで分布する。点主IHま判Hかいが明日夜で，似IJ);で僚になる。前方，制iJ方 lと

は剛毛をそ ts. える。ノト開板は IJ\ さくこp円形。迎鞘は rm陥J背とほぼ等柄。長さは隔の約 1 7/8 倍。組11縁はほぼ

中央まで平行し，その後ゆるく丸まる c 後縁は 2 波状をなし‘ I]J~部は浅く凹む。点列部は狭く川まず，

やや大きい点主i]の列からなる o y!J mJ ト~i~~は広く， }点J

5, 7 亨列1リI1問i向1司部[5 と{恒側E即則11 刀方匂 iピど lは立正疎記j記4な l陥剛母制rt列をそなええ予る。 斜凶古部1官川i付lはま組f軒鞘午諸iの l件中;ド1央から f徐余々 lにζ 女釘始f古:玄り P ゆるやかで， ほ

ほ平坦にf七せられる。}~-よ列郎と後íWJ縁のむ骨状突起は欠く c 会合総同仰には:件 3 f聞の小円錐形突起をそな

え，そのじみi 後縁， 1:を縁近くには顎粒状の突起を散布する。どれらの突起は剛毛~t-1守する。

寄生樹開・アガティス P ラミンフラワン，メランティ。

分 者j :フィワピン3 ポノレネオヲマラヤ。

Xyleborus vestitus SCHEDL 

SCHEDL, 1931 , Ann. Mag. Nat. Hist. , (10)8 : 314 

体長 2.5 mmo 長さは帽の約 34A 位。赤褐色。複限は黒色。光沢は~1lい。

頭部は弱く中[九 rìfj部どんは坊に凹み，j'jiJ頭 1+1央部 lと検出量起をそなえる。表耐は鮫肌状で微小頼粒安密

lとそなえ，間1]::ちを生ずる。

前胸背はトリ筒形。:!返さは隔の約 11(2 倍。 {W)去最は lìí，以j(と広が')， liÍjJiは徐々に丸く狭まり前縁に速なる。

前縁は強く丸まる。表両は横降起を欠~，前方約 1!!( 1，とは細かい瓦状片をそなえるの点、主IH士約かく但1)方に

認められる。小楯板は小さくほぼ三角形。 íl1鞘 I~，j: ~íLI]向背よりわずかに扶し、。長さは幅の約 21/7 情。側縁

は平行し，後縁近くで急iと丸まる。 後縁はほぼ一直線でかすか!と凹む。 点列部は狭く凹まず，やや大きな

点主1)のタIjからなる。列|間部はやや広く点刻を欠き，後方，側方lこは削モをそなえる o t゚ 0'1i間部は狭い。

斜面 1\15は姐相の前方 1(3 から会合総];I(í mIJ ;6中Mノだ形で始まり長三角形，強く正せられるがゆるやか。側方

は強く降起し，各 2 伺の三角ノi[;.の突起をそなえる。表面は光沢が'J~i <，会合総が細く隆起し，その但u方は

滑り;に浅く凹む。下側方には明瞭な 1 木の点刻列がある。後側角近くに小頼粒がある。後縁，側l後起J二 lと
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剛毛を生ずるつ

寄生樹積:ラワン。

分 布:フィリピン。

Xyleborus cylindro問。ゅhus EGGERS 

EGGERS , 1927, Philip. Jom. Sci. , 33 :号6

体長 2.1~~2. 2 mm。長さはl阪の約 3 2/7 倍。赤褐色。複眼と麹鞘後方は時色。光沢は強い。

頭部は巾 [6J，前顔の 1.方は横lζ1111 ，;;;ん縦隆起を欠く。両複限を弧状K結んだ線はわずかに圧せられp こ

れよりドブ了は微細な点主1]と剛毛を有し， トプfは鮫肌状。

前胸背の長さは隔の 11/2 倍より少し小さい。側縁は後方iと ~8 く狭まり屯 前方lとやや強く狭まり前縁に

速なる。 fjíJ縁ば強く丸まり瓦状片を欠く。横隆起は非常に弱く吉íjブj 1，/3 にあるの瓦状片は細かい。点刻 l立

大きく，側方lご密!となる。小楯板は小さく半円形。 趨革l'íはがj胸背よりわずかに幅広い。長さは1[lffiの約 P/9

倍。但11縁は後方にかすかに広がり，斜面部中央から丸まり後縁となる。後縁は浅く'.iI1\状 IC~Dみ，湾入部の

タト後角は丸まる。点\ylJ部は yたく閉まず9 やや大きい疎な点刻の列からなる。列l国{Sjí は5VtJJ.かかずかに隆起

し，微細で煉な点刻列をそなえ， {WJ方，後Jnとは剛毛を生ずる。斜!同部は旭革?の後方約 1/3 fとあり?ゆるや

かで周辺は悩狭〈隆起する。表面は強く圧せられ3 会合線に沿ってわずかに隆起する。やや光沢が弱い。

上方会合総両側lては頼粒状の小突起と側縁li1央部正内方に襖7\三の太い突起をそなえる。後側部の74骨状突

起は附j毛をそなえる。湾入部の後組IJ部近くに 1 穎粒をそなえる。

寄生樹種:ラワン，カプーノレ。

分 布:フィリピ人ボルネオF ス 7 トラ。

Xyleborus fastigat却S SCHEDL 

SCHEDL, 1935, Philip. Jour. Sci. , 56 : 402 

体長 2. 5~2. 9 mmo 長さは I[IJ;\の約 3 1九倍。 ð)~褐色ないし黒褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部は中高，前践の上方は出みp 縦隆起線をよこく。表面は鮫机状，微細な点刻と剛毛をそなえる 3

古íj胸背の長さは幅の約 P!s 倍。側縁は後方にわずかに狭まり予 前方は丸く狭まり， ゆるやかに前縁と

連らなる。前縁は強く丸まり， .iffiJìíi縁 lこjえ状片をそなえる。背面はj闘を起を欠く。瓦状月一は細かい。点刻

は微細であるが側万のものは大きくなる。前Ji， 側縁lとは間Ij:もをfしずる。小楯板は小さく半格円形。湖革rf

は前JJ祖背よりかすかに幅広い。 長さは憶の約 2 倍。但1]総は剛志をそなえ9 巾央部までわずかに広がり，そ

の後かすかに狭まり p 斜罰部の 1[1央から :}L く狭まり鋸必状となる。後縁は釣銭形 lこ深く凹む。湾入制fíの外

側角は角ばる。点列部は狭く凹まず，小さな点刻を疎 lとそなえる。3i1J間部は幅広くほぼ"1ノ土民点列部より

疎な小点tlJをそなえる。後方には宜1r。した剛毛をi域生する。第13i1]間部は後方iこ毅粒をそなえる。斜面部

は麹革l'íの中央の少し後方から始まり?非常にゆるやか。表面はj王せられ鮫肌状，会合線lと沿って弱く隆起

する。後側縁は主主骨tJ， 1乙隆起し鎖的状。表i百iは点ヂ1]部を欠く。 1二)j第 2， 3 :Y1J間部にあたる所にJ;ß l1品同

中央部上側Jjfζ第 2 的[をそなえ，いずれも強大な長円銭形。第 2 iおは最大。 湾入部の先端近く Jこ円錐形の

小突起をそなえる。 周辺;加とは剛毛をそなえる。

寄生樹科目:ラワン。

分 布:フィリピン，ニューギ、ニア η



Iyj� _. 21 一一

Xyleborus laticornis SCHEIJ'" 

Scu百 llL ， 1ヲ69 ， Kontyû , :")7 : 212 

体長 2.4 mrn8 長c5は輔の約 3 倍。亦潟色。複[肢は索、色。 Jt;沢は強い。

頭ßjjf土中 !I~;JO ， 1)tJ釘jのよJf(剖おこ [llj み，縦?判断J止を欠くじ表部は鮫}汎状，微細な点者IJ と l司1Jf:':をそはえ芯 C

rìíLij何台、の長さは ij1lliOJ約 11 ，/6 1ff 0 イ泌総は後)jlこ弱く挟まり， i)íJ(WJ灼は引く丸まり，徐々に fìíi絃 lこ述なる。

前総は強く丸まり， }l~il状丈rハi を欠く O 付横l隆隆也詰 Jは土 J非|ド卜一勺常l

カか〉叫t-")，__，点忌刻 lはま側 1みにと"沼芯められる O 前方， (WJ方 lこは r'IIJーもをそなえる t ノト持者メは小さく半桁 IfJ]r:;。組事'j は前11向

背より少し似い〈 長さは申/J C))約 1 6/7 1点。 削減は民 Hk(，j 立川が後Jjiζ広がり，その後徐々にメしま〆後

~J~:1主主裂く湾入[ノ，入自，(;の側jfqj~J~I;'こノト突起をそなえ， とれを岐に 2 波状となる。外後1'j はややjJJ ば石。

lよ列 rmはが、く，ややノJ\ さな正取な点安1] 91J からなるうがHl1l1:ì; は Jよくわずか lと ì~主起し，微細な点安IJ苓そなえる c

斜|買部は泡鞘の中央の少し後方から始まり 9 非常にゆるやか。 ):[\2 街より後方の{WJ総はむ骨状をなし2 後

)JiC納付と削ごちをそなえる。表rfrî (土庄せられ会合総uこ λトごわす心かに隆起するく/点列却は欠く〉光沢はや

や弱し、。L.むの斉í 2 列間部には新枕状突起をそなえ，その lご側7'nと第 1 1おを，中央部(WI方Jζ第 2 簡をそな

え，いずれも円銭形で大きく，首~2 幽は第1Iおより大きく差益計[\1ζ 附i もをそなえる c

持f!~:~*M極:ラソ o

分 布:フィリピン。

Xyleborus am戸hicranulus EGGERS 

EGGERS , 1922号?と001. Meded. R. Mus. H., Leid巴n ， {・ 204

{本土え 2.2 、 '2.6 mm" 長さは l凶の約 3 Itic グド褐'Ë:lO 複 l阪は J~tj，色ヮ沼市Ijは黒味そrj;i'びふ。光沢は r~6iい 1

:ûß-!'出は!何回， tìíji5:l'jのよブH;l:肱;こi11Jみ，縦隆起を火き p 複[!只を ijJliA犬 lζ結んだ所がわずかにI!II :G'" iZdíiは鮫

肌状、微細な点刻と長毛をそなえあ。

古Î!胸背の長さは隔の約 11/5 f斉 o ß[iJ:f設 J ま ií:t )jiC\J，j く狭まり， 前)ift徐々に↑jíj縁に移行する。 :líj*tkl ;ì. iJ'Ílく

メしまり，同前縁 lとよ心状を並べる。 横隆起は非常に弱く IjJ央よりがjブ7 I~ こ位[討する。 hAJU;(土細かし前方

のものは少し帆r1:くなる υ 点刻は不MJ]U奈であるが， fillJ)nと大きくなお。 Ilíj方，日(IJ方には l~jlJ毛そそなえる。

小結叙は小さく半円形。主ill鞘は自íJ~PL背よりわずか iど幅広い。 1之さは lrMOJ 約 1 6/7 !九九， IJ\Il!後 I J: 111 央までわずか

に Jl~がり，その後Í'kまる。後1 ま l副主くメしまり， l]luHたいがj自主 j)去の J朱し ì i{S 人郎をそなえる{ 点、列部は )Jごくか寸

かに [111 ふ，点、安IJ は小さく j点。列r1-\] \i1) は Jぶく 1んJ:l!，微細な点刻ヂIJをーそなえ，日lil)j，後)J には[r'f-{!: した削Ij[ 〆ε

，~ずるυ1 手!J同部は後ブこ新粧をそなえる。斜白部は姐革ì~の:まば Il--! !たから始ま，ゴ1 常にゆるやかυ 表

Ifriは庄せられ?光沢強心 Htrl万は際起し5 会合総(c~H ってわずかに隆起し，その(iIIJ))は社11 く正せらn る。

後側万1士市丹状となり小照杭をそなえる。上縁[IJ央1\1) には消 1 'l~~i ， 1- ド央{;j)!JlIJ hiこは !J.~ 2 出会そなえ，いず

れも円錐形で尖り，河11 誌n立大きい ο 湾入古[)(iコ後初.1]角近くには/ト IIJ錐J[.;;ωÆ}iヰそそなえる。後(WI縁 lとは洲

:てιを J保斗するの

与し可記・メノレグシ r ツ， アガチス J

分 (Ii :ボルネオラスマトラ，ジ γ ワ l'
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Xylebor討s e拙argi悼at拙S EI'巳四OFF

EICHHOFF, 1878, St巴ttin. 巴nt包 Ztg. ， 39 : 392 

体長 3 ， 3'~4. 2 illillo 長さは悩の約 2 4九倍。日背赤褐色ないし黒褐色。複線は黒色。口器ヲ触角，肢は淡

色。光沢は強い。

頭部は中高，前顔 iニ方は横lと凹む。複限 l二縁を弧状 IëJ，おんだ線はわずかに凹むo _iE中総は下方で弱く隆

起する。表面はやや大きい点刻を密 lこそなえ，剛毛をE主主主する。

前胸背の長さは傾よりわずかに大きい。1JlU縁はほぼ平行し，前倒.lJ戸]はゆるく丸まり前縁lこ速なる。前縁

は強く丸まり鋸歯を欠く。横医薬起は非常に弱心中央のわずか後方に位置する。瓦状片は細かく p 中央の

わずか後方から前ブJに分布する。点主IJは明瞭で後)j， {fJ IJ ノìj l，ご大きく需になる。前縁，側縁iζ は長い附毛を

そなえる。小楯板は小さく半円形。魁鞘;土前j狗背よりわずかに幅扶い。長さは Ivlilの約 p九倍。側縁はほ

ぼ平行い斜面部近くで~~く丸く狭まる。側縁は片側の迦鞘が丸まり会合線で広く丸く湾入する。点列部

は狭くやや問み，浅くやや大きな点刻からなる o ~Ij間部は幅広くわずかに隆起し，細かい点亥収Ijと後方に

剛毛列をそなえる。主主ブJの点刻は大きくなる。但IJ縁は剛毛を有する。斜阿部は魁草fjの後方約 1/3 にあり，

ゆるく傾斜ずる。後似IJ縁 lとは竜骨状突起な欠く。表 rflìは周辺を除き正せられ，会合線に沿って隆起し?そ

の側)jは阻む。点列部は欠く。斜面部上方の第 1 列間部には 2'~3 個の小頼粒と，;事 2 3'Ur同部には剛毛を

持った 1 突起と仮IJ方中央部にも|制7ちをもった 1~起をそなえる。後縁突出郊には小頼粒と岡1モをlB!i1，乙そな

える。

寄生樹種:アガチス， メルクシマツ， ラワン，ラミン，ジョンコン，カプーノレ，メランテイヲマトア，

ターミナリア，カロブイ Jレム。

分 布:支那(福建)，ピソレ7，フィリピン，ボJレネオ，マラヤ，スマトラョジャワヲニューギ、ニアヲ

ニューブリテン，ソロモン諸島。

Xyleboγus fallax EII巳'HHO四

EIC耳目OFF ， 1878, Stettin , ent. Ztg. , 39 : 392 

体長 2 ， 5~2. 8 mm。長さは悩のがJ 3 倍。赤褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部は中高，iE中線に沿ってわずかに隆起する。表面は鮫肌状，明瞭に点刻され剛ーもを疎生する。

前胸背の長さは慌の約 P/S倍。但IJ縁は後方にわずかに狭まり， ÎJÍj万はゆるく丸く狭まり前縁に速なる。

前縁は強く丸まり，i!E前縁iと }C状n・をそなえる。横隆起は升常 lこ弱く， 1!] :5\とより前方lこ位置する。瓦状J\'

は細かし、。点刻ば側jJを除き不明瞭。前縁，側縁は剛毛をそなえる。小楯板は小さく半円形。麹鞘は前胸

背より幅広い。長さは帽の約 1 6!7 倍。側縁は剛毛をそなえ， 11 1央部まで平行し，その後わずかに狭まる。

後縁は弱く丸まり，やや広く丸い湾入部をそなえ，湾入部の側角 (;j:丸まる。 点列部は狭く凹まず，やや大き

な点刻を疎lてそなえる。とれは後方iと浅く j裁となる o ylj問111 は平土日で疎な点主IJ列をそなえ， との中のいく

つかは大きくなる。第 1 列同部は後方に小頼栓をそなえる。斜UlÍ宮15 は非常にゆるやかで抱1鞘の後方約 1/3

に位置する。後側縁は竜骨状突起を欠く。表面ば圧せられ， J 方会合線を除き降起する。全体は鮫肌状B

中央突起の下方には点刻列が認められる。第 2 ;9UP.JJ部の卜4方には円錐]与の 1 突起と中央部上方ーの側方iこ大

きい円錐形の l 突y匂をそなえ， l宅入部後側角内方l己顕粒をそなえる。側縁p 後縁には|司IJ毛をそなえる。

寄生樹研( :アガティス，ラワン，メランティ。
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分 布:ど jレマ，アッサム，フィリピン F ボルネオ，マラヤ，メンタワイ諸島，ジャワ，ニャーギニ

ア。

Xyleborus concitatus SCHEDL 

SCHEDL, 1969, 1王ontyû ， 37 : 214 

休jミは 4.4 mmo 長さは l陥の約 21/3 倍。 zfJミ渇色。複I肢は黒色。光沢はやや強い。

頭部は均イと cþ ，山j。表 lí刊は鮫肌状9 小頼狩をそなえ， 下方では柄になり， と方では細かい点刻におきか

えられる。全 IriìlC細かい剛毛をそなえる。

前j]旬 fiJの長さは稲よりわずかに大きい c 側縁は~~い弧状をなし，前側角はやや弱く丸まる。前縁はやや

弱く 1しまり， 7 '-~8 前jの瓦状片突起をそなえる o ;[品店長起はやや強くじ中央より前;土nと位置する。瓦状片は

細かく前方のものはわずかに幅広くなる。横隆起の後方は浅いが明瞭な点、刻を密 lこそなえる。瓦状片lil5の

保1) 止ilζ は~.. jj い問r巳を生ずる c 小楯板はやや大きく 2Y.円形。題鞘は前胸背よりかすかに幅広い。長さは幅の

約 11，/31f\:~ 側縁は斜 iffi�゚ I乙:r'.るまでわずかに広がる。後縁は上カからみてやや鈍三角形となる。点列部

は凹まずヲやや大きい点主1]を疎に並べる o 71]間部は明瞭な点刻を不規則 lこそなえる。 ζ の点主Ijは点:)ilj部の

ものより明らかに小さい。斜面部は後方で ;~l/'こ裁断される。上縁を含めた四辺は竜J丹状lと縁取られる。表

面は It l日， * 1 ヂiJ間部 lζ沿って後jJ l三 1111びる隆起がある。点列部は 3 条認められp 丸く大きく浅い点刻列

からなる。";f~ 3 点デiJl'ilíは弧状をなして外}jlζ 向がる。列間部は微細梢造によって光沢弱く，内方のものは

中高となる。第 1 列間部は 1-方を除き小頼粒列をそなえ，その下万のものほど大きく密になる。 第 2 列間

部は政な小頼粒列をそなえる o Sf} 3:)i1j間郎はより小さい頼粒を球布ずる。とれらの頼粒はゴté常 lと短い抑j毛

号生ずる。

寄生樹際:台湾iltrム築制。

分 布支万15 (台湾〉。

Xyleboγus pu抗ctatissi隅us EICHHOFF 

EICHHOFF, 1880, Not. Leyd. 恥1U8. ， 2 : 189 

体長 4. 8~-5. 0 mm  0 長さは恒の約 2 1(，情。黄褐色。複DRは黒色。前!淘背の瓦状片は;~~、褐色。 ôÎJ)淘背の

横隆起の古Îj方，担3鞘斜而部は培褐色。光沢はやや強い。

頭市はやや rt l ，日:í ， T， lrj俊限 l 総を結んだ機から J- 方は中 i日h 不明瞭な縦隆起綜をそなえる。前頭は似1])/1こ

長毛をそなえた不川崎なJ五五IJをそなえる。 J~;れとは微細な縦被と不規則な紋状の|発起をそなえる。

前胸fJfの長さはl隔よりわずかに小さい。削減は中央;の後，'iiíで後方 IC5J~ く 13.とまり， 前方はやや強く丸ま

り，徐々に前縁となる。前縁ば強く丸まりうだ起を欠く。背 rl立の隆起はやや弱く 2 その前万はやや強く傾斜

する。 瓦状Jl は後)/では *IDかく，日j方，側Jjでは幅広くなり，所々に幅広く後)jlζ伸びた瓦状)'，をそなえ

る。 点、刻;'(1)は小額粒をやや密にそなえ，基部中央だけ点tlJされる。全体 IC寝た同IJ毛号そなえ，前縁， üll]~1誌

には長い間I]ßを生ずる。小楯板はやや人;きく後方の丸まった楯形。題鞘の長さは i幅の約 P/S 倍。基部は

古íJ胸背より幅広い。 iHlj~，設は J志)jl?dま 1/3 が後方に弱く jよがり，その後弱く狭まる。後縁l立中央近くで強く

丸まり会中央が突 11'，したような形になる。点列部は閉まず，寝た匁=ちを持った浅い点刻からなる o VlJ間部

は!ぷくほとんど隆起せず，寝た~li毛をそなえた:不明瞭な浅い点tlJを不規則 iとかつ密!とそなえs 立った短毛
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を詩文イf させる。前 I 列|日11訟は他のものに比較して狭い。斜面部は怨革*の後);ム約 3/4 !とあり，徐々にゆるく

傾斜し，ほほミ|分:F1で第 2， 3 列同部は [lflむ。点列古fiω点刻は背邑l より大きく|明日京 o};(} 1， 2 列間百~Ijは殺uかい

!高IJ毛をそなえた 1:政相I1 ts点主IJをそなえる。第 3 タj間部より外方のものは組造となり短もをそなえる。 [jl，後

!伎の腔節は先端まで伏まらず，外縁の鋸歯は大きく 6 '~7 個。

JAf主主Mf手})レクシ7 ツ。

分 布:ボノレネオ，マラヤ，スマトラ，ジャワ。

Xyleboγus obli司自esectus .f乙GGERS

EGGERS , 1927, PhiJip. Jour. Sci. , 33 : Y9 

体長 4. 0 ~4 ， 4 rτ1fno 長さは悩の約 22!ö 倍υ 亦褐色。複1Mは黒色。光れはやや強い。

頭部はわずかにゆ1';ふ中央(と幅I:t.し、 1!時点刻の低い説~I寝起 ;Uをそなえる。次山は絞加LV::，後i-C火さな点刻

と lえもをそなえる。 後1Jl\は大きく p 上方はが]説に入り込む。

前胸背のま毛さは悩よりわずかに小さい。似11縁はほとんど平行，後)f(ま剥く1:Jとまり， TJrI方は弱く丸まりがj

縁にがじく。 I)íj縁は三角形lこ尖 l'i1) し s 中央には数個の鋸歯状突起をそなえる。横隆起は剥く p ほぽ中央に位

置する。瓦状片は後方では細かく p 前ノIjlとなるほど大きくかっ斜立する。点、主IJは細かく，側Jjほど大きく

慌になる。全体に寝た毛をそなえる。小楯板はやや小さく'jIO円形。麹革ì'Hi前胸背よりやや 111話広く，長さは

悩の約 1 3/8 倍。側縁は半分の少し後)j まで広がり， その後均一に丸く主!とまって後総に速なる。後縁は Llj

央部で鈍く角ばる。 1c\' llii は斜面怖がJ方が lfiJ まった[11 筒形。点、列 1\15は凹まず点刻は大きし、。列間部は浅い点

主Ijを小規則にそなえる ο これらの点刻はiJíI}j ， 1WJ}jlこ大きく省となり，点、ダ!J 1i11のものと区別しがたいため

l:1グ1] 郎をノにくかのように凡える。全体lこイく嵐山jな長さ ωlili]I]ßをそなえる。利山 ffl~ は組幹jω長さの半分から

忽IIこ始まり， ややゆるやかでJ一0: mj)l~。後住iJ縁は小出状突起列をそなえ， 下)jは紙記状lζ変わる。表面は

やや中ら下方は会合総に沿って jよく両まる。 点列:f，i5iil幅広いが浅く，大きな浅いぷ刻のグIjからなり，不

l月!院な寝た毛が点主Ijより生ずる。タIj問 lf[; は広く弱く店長起し，大きな頼性を ii文夜させるが‘ ド方ではほとん

ど 1 列に沈ぷ。 この頼位は内 f' );0) 初U11¥1 1'(15で小さくな為。列Ik\l 郎はほぼ 1 ヂiJになった長岡IJ毛列をそなえ

るの

寄生樹砥:ラワン O

分 布:フィワピン。

Xyleborus semioþacus 巳ICHIIOFF

EICHHOFF , 1878, R旦tio ， descriptio , emef1datio eorum Tomicinorum , p. 334 

i体主判J民L三之 2, 0'~2. 6 mm  D J民乏さ:は土 1併j.1

を欠く O

頭部はやや中 I I-<J ，店fi1ftの L)j(こ炊い縦降起仰をそなえる ο 表 IliIは鮫肌状，制民いl~h~:U~の時l位と潟い川j

T:をそなえ，(， _. 

前 Ij(<1) 1守の jえさは悩よりわずかに小さい。 J，uJ 1/3 の所で絞Ijr~i となり日j)j!C徐々に丸く状まり自í)総と

なる。古íj紘は強く jしまり密なムl.lj~突起をそなえ芯。杭隆起はやや泌く， 1_11 うたより後))1ζ位以する。瓦状片

は細かし、が， I日);， 1JlIj}Jでは似lぶくなり， 't)iH\求 jli くでは斜イ亡す石、点主Ij(土 i9J隙，その 1111は鮫肌状。小桁板
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はやや kさくとよ角形。 泊料は rlíjJ刈 zlJf より 111 1，りよくヲ長さは :11討の約 12/9 始。 IWJ滋はほば平1 J し書 後事誌は活:く

;lLまる。点列-64)(.まかろうじて認められ，点刻はやや稿I1かく政。安IJ間 i~ij 1.ま!隔広く 3 点、列Uj司3 とほぼ[lJj じ大きヨ

の点哀1)を不規則にそなえる c 斜「村部は中央の前)J から始まり，後m~縁は竜'~1'i，大!と縁取られる。表 1mはやや

中高，散納付i法によって光沢を欠き，微細頼粒を不規fliliζ そなえるが]ヌjでは大会く JWiとむる。芳Ij間部

と}~，ヂIj 似合欠くが，ヂIJlm 郊にあたる所に長い剛もダ1]'0，点ヂIj :i151C あたる fiJ[ には)泣い似た同1)ちをそなえる。

'?，j i:ι制種:タイワンスニr，メノレクシマツ，チーク，クスノヰ

分 布:け本からセイ n ンまでのインドマレー区) }{J_はニュトギニアよりrJtjはアア 1) カまで ω i[~熱

メ
f f"j' Jγrf1' ，._-， 

Yyleboru$ ursulus EGGEH S 

EGGERS) 1923，主~ool. Med巴(1. R Mus, N , 1[" Leiden , 7 : 17:1 

体主主 3 ， 9" 4.4 m1l1。 長さは I~民(ノ〉約 1 倍。赤字詰笠'Ji いし，~，1，{色"光沢はやや強い c

頭部は弱く 11 I 出，頚の! )rfi[í_f{r~Mは鳴く JYせられる。 rl-ì 央縦最良 iま欠く。川][をそなえた 11月む、刻与を不

均ーにそなえ9 ドガでヰ?になお。

11Í] !Jr~l'lの長さは幅の約 1 倍。 lllU総 l工法，.'仔から 1/3 のも'[ lël~で主主大l札 前後 lと r;~ti く;Í L く狭まる。前鋲IJJ守

iまなく徐々 lと前縁 iと惨けする。 ijíjM は i;(rl くメしまり 4 突起そそなえ，その I~J 0) 2 jilil は大きいの横隆起はやや

りDi く，け 1:9:~の後方 lこ位践する。九状 はややぶさえ， !1íj}jlζ!悩Jb く斜め後ブ了 (.c伸びる 3 後ブJω点主1](土大き

くやや~d??で立寸た問IJ毛をそなえるに前縁，側縁 lこは長い 1:li]i][そやや病にそなえる r 小指板J立大きく附形。

凶鞘 l玄白íîll向背と]，jj じかやや幅広い υ 長さは析にほぼ等しいり組IIIr設は Illjと自己JiÎ くまでほ(，~'~\VTJ し，その後1:た

まり後ほとなるり後削減は縁取らないυ 設ítJ(土やわ ~Jn くれまり斜面郊の頼t主にぶつと/卜 I"!;i状となるり

汗1mの決方はまる c 点、列部は 1111 まず，く;ÍL <ややJI'lk なよJI幼からなり 1 Sr2た短い 1:liJII 毛をえt ずる ω 列描Jl~[j

U:;l1 デìi Iこ幅広しややjえい [~ill 去をそなえた数予Ijよりなる Wti校人f点?

のものより知丸\Lμし汁立鈴， 1 列間部は{他也のものより申削師削i占M5司羽H扶央い Q 斜面;部'\1官1自:はJ誌i主LυU:止b可Jοのj必少、し f後灸 j方iカか〉ら徐々に女始it台?う;玄り， ややゆ

るやかで中高。点列郊のjht刻は I~Jnこ大きくなる。列rm 郎(ま1、ん1こ狭まり， )江主lJ i立 1 タIjあるいは爪t5H[l J な

2 手Ijとなる。 トブ0.~とはノトWJU立をそなえる。タトブJの列昨日市ほどこ O)/j\取約:は上ガlζ分ヂ11 し，かつ綴になる。

計?とj三樹程1 ・ラワン，スパーパオ p ガパス判。

分 ィ: XJJ[j (間交jt) ，タイ? プィリピンヲ寸、 yレネオ， マノヤ，ジ\' 1) ，ノミリーμ〈

Xyleborus subcostαlus .E1CllllOFF 

lう !C l1 HüFF ， 1868, Berl. ent目どtg叶 12 : 281 

14; 1詮 3.9" 4, 2 llllllo Jk さは川 U)約 2 1:'10 呂{，よない 1./:I;I， ~o !ÍjIl\ jiJ , !l之は lk潟f".. !Jj江郎ト rúl:立功、社j

ノうt:?)"~\.ま強 C '¥ 

iH~，笥:はやや 1[1山，の |λfはほぼこfUjl-;- ， ~?~J くい縦;海岸ij~以/d:.'そなえ，'， jnJrjfs絞 Illlt/.ふ細か

い九点11 任そ以えるが， ，l ゴうたのものはj( きい η

!ìíj!j向背の i、ヨは iJl ，}よりわずかに小さ L10 保Il t:Alは )1 ザ詰 (ζ弱く )1二主宅前 ÜPJJfJ は立n <メしとぷリ IJÎJ ほはしJむか

ら b~ ると， )1ム常に弱くメL~主るが， Ji l::>>:i'，i) が的ドノ];，ζ)l く突 nll ずる もk隆起は非常 lこ ~gX 心中央:より後Jnζ

佼泣する。 JL状JA は '1 1 t}":でやや k さく，前方のも ωは幅広く斜め後方に伸びる c もli降 ，lhU) 彼方は鮫肌状3
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瓦片状の穎粒をそなえ，後方lと小さく疎となる。前縁，側縁には長い剛毛をそなえる。小楯板はやや小さ

く半円形。迦鞘は前腕背より幅広い。長さは隔の約 1 5九倍。 lR昨季は徐々に後方lと広がり， 斜面部近くで

狭まる。惨縁は丸まった三角形で 111央が突出したようになる。点列部は幅広く凹まず多横{îLの卵形の浅い

天きな点、刻からなる。列間部はやや狭心 S[ノ担 1 列 l乙並んだ納かい点刻と短毛?1iJをそなえ，これは後方

lこ長くなる。斜面部は中央の後方から徐々に始まり，ゆるやかに傾斜する。後側縁は縁取られない。上方

を除き第 1 点列部とその内方は凹み，後縁近くで反転する。点列郊の点刻は浅いが多後方lζ非常に大きく

なる。列1111部は狭く， H1Jの小頼粒と長い!削毛をそなえる。第 2 列阿部の中央上方には円錐形の強い突起

をそなえる。

寄生樹種:ラワン，アピトン，サラワク村，ジョンコン，メランティ，ラミンO

分 lij ;タイ， フィリピン，ボノレネオ<ラヤp オーストラリアO

Xyleborus bidentatus (MoτSCHULS瓦Y)

MOTSCHULSKY, 1863, Bull. Soc. Imp. N乱t. d巴 Moscou， 36 : 514 

体長 3.1~3. 6 mmo 長さは幅の約 2 1/2 倍。黒褐色ないし黒色。

頭部は弱く中高含 前郊のと方は横lこ凹む。仁1":)(と縦総は短い。表面は絞M状。点、刻は明瞭であるが宅下

方， J一方では細かくなる。周辺には同!毛を生ずる。

前胸背の長さは阿よりわずかに大きい。仮~縁は弱く丸まり，前側先は強く丸まる。前縁は上方から見る

と非常に強く丸まるが， 中央部は前下方lこ丸く突 l中!し， その後方は弱く凹む。横路起は非常に明瞭で強

く，中夫の後方に位置する。 l{i犬片は中央でやや大きし前方のものは幅広く斜め後方に伸びる。横隆起

の後)jは鮫肌状，瓦状j'l の頼粒をそなえるが，後}.í lと小さく疎になる。前縁，後縁lどは長毛をそなえる。

小楯似はやや小さく半円形。 遡鞘は前胸背よりわずかに幅広く， 長さは悩の約 1 1九倍。側縁は後方にわ

ずかに広がり，斜 riJí部近くで狭まる。後縁は丸まった三角形で中央が突出したようになる。点列部は幅広

く凹まず，横l乙長い卵形の浅い大きな}~刻の列からなり 2 点刻の後方i;t弱く圧せられ伸びた形となる。列

間部はやや狭く弱く磯起し， 1 列の小頼粒列と剛毛列をそなえる c 後万の剛毛は長くなる。斜面部は旭鞘

の中央の後)jから徐々に始まり，ゆるやかに傾斜する。後仮1]縁はは縁取られない。表閣はかすかに中高。

点列部の点刻は丸く後方に大きくなる。:?fH 点列部は中央で凹む。列間部ば小頼粒子IJ と長い阿11毛列をそな

える。第 2 列ì1"'部はほぼ中央 lこ円銭形の突起をそなえる。

寄生樹種:ラワン，アピトン，サパラウンド材p セラヤ，メランティ，タウン，パク材，ポメティア。

分 布:ピノレマ，フィリピン，ボルネオ，<ラヤ，スマトラ，ジャワ，インド，セレベス，ニコーギ

ニア9 ニューブ 1) テン，オーストラリア，マダガスカノレ2 来アフリカ。

Xyleborus costatomor�hus SCHEDL 

SCHEDL, 1950, Ann. Mag. Nat. Hist. , (12)3 : 897 

体長 2. 3~2. 5 mmo 長さは~面の約 2 1!2 倍。赤褐色ないし黒褐色c 複i肢は黒色。光沢は強い。

頭部はやや中高， rlíS頭下方は前阪と段をなすか凹まず平J:JJ.。縦隆起線は~~いがやや長い。表前は鮫肌

状，荒い点刻を疎布する。

前胸背の長さは!隠とほぼ同じ。側縁は中央部まで広がる。前倒角は強く丸まる。前縁は上方ーから見て非
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~~ ~吋:j く丸まるが9 中央部は前 F方iζjしく 3~i:Uする。横隆起は，W;è[\，に明瞭で強く， 中央の後方に位置す

る。瓦;[JUí は rll央でやや大きく，前方では liJ国広く斜め後方に伸びるの横I~起の後方ば鮫肌状， lT:状片の頼

粒をそなえるが，後方でノトさく疎になる。ノト桁板はやや小さく '1"lllJ~o 組1ffi(士前l陶??とほぼ等 111日。長さは

ql話の約 P!2 倍。側緑、は後方にかすかに広がり， 斜 rfJi Î(ll近くで狭まる門後縁はメしまった三戸J)ふ 1[1央が突

向した]ê;'となる。点ヲl]i~líは幅広く凹まず，誌に長い的 rTJJ~の浅い点刻Fりからなり 2 ζ の点主IJは後方lと大き

くなる。デlj阿部はやや狭く，頼粒YIlと問r色列をそなえる。斜面 ;'}Ií は刻鞘の中央の後方から徐々に始まり，

ゆるやかに傾斜する。役1fl1]縁は縁取られない h 表rlJHまかすか lと :1 1 r~;j 0 点、列古[3の点亥Ijは丸く短剛毛をそなえ

る。滞 l 点列部:土中央で浅く凹む。ヂ!日記{ill tま鮫肌状をなし，額料〔と剛毛の安IJをそなえる。第 2 ヂIJ間部は中

央部付近に 1 小突起をそなえる。

寄生fM種:ラワン z セラヤ，メランティ。

分 布 フィリピン多ボjレネオ。

Xyleborus concisus BLANDFυm 

BLANDFORD, 1894, Trans. EnL Soc. London, 1894 : 107 

体長 2. 6'~2. 9 mmo Jミさは i隔の約 2 JIü倍。亦褐ß。複眼は黒色。姐鞘斜f[r l部は H計局色。光沢は強いが

斜面部ではこれを火く。

頭部はかすかに中日， I~J央部は縦に~~く隆起する Q 前顔の l二万は慌に川む。前副ト方は光沢が強く細か

い点刻をβuとそなえるが， J::.)n土鮫肌状，明|僚な点刻をやや南 lとそなえる。表 IJliは 11:1央部を|徐き剛毛をそ

なえる。

自íj胸背の長さは!隔の約 4/5 {点。側紘は方から 1/4 で政六Ijlf-r~となり，前後 Jこ )L く狭まり徐々 1と前総 l乙移

行ずる。前縁はやや1浅く )Lまり， 五状Kによって波状告なすo flit降起はやや強く 11'火の後)jtと位置す

る o }L状片は中うたで細かく，前ブjのものは徐々に幅広くなり，後方lこ弱くイ中ぴ，側)]でははるか後方まで

分布する。点刻は中I11かいが 1j)J lt弘{fi1J )j のものはやや符になる。小楯般はやや大きく，ほぽ三角形。旭鞘の

長さは I[!自の約 P/8 情。側縁は後)jiとわずかに広がる。後被はややI民く丸まる c 点列目;Ill土山み， rりJ I理主な点

刻からなる c 第 2 点タ!J部の点主IJ は細長い。列間部は明広心不規則に並んだ細かい点刻と迂った陥11 1':をそ

なえる。斜面部は迦鞘の法方 1/3 から始まり，初Jめは徐々に，後)] 1/2 iこ j土すると念、に傾斜する。後側縁

は竜骨状に縁取られる。前万は中高，後方中央はW 2YIJ間 I'ffj (，と沿って ~]~J く 011む。後縁近くでは弱く反転す

る。点列部は狭く日むo Yljr~IJ部ば短い鱗毛を需主ぐい地I1Jlは見えない。

寄生樹極:メノレクシマツ p ラワン，ジョンコン，カジュクク，グリーンチーク。

分 布:口本，ビノレマ 2 アィリピン，ボノレ才、オ，スマトラ，ジャワ。

Xyleborus sexs�inatus SCllElJL 

SCllEDL, 1935, Sty lops , 4 (12) : 27] 

体長 6.1~~6. 8 mmo 11音赤褐色ないし尽色。 光沢は強い。長さは幅の約 2 5/9 倍。

説部は弱く qJit:'Jy 下三11ζ長い槍J12形の降起をそなえ，その'Í 1央部は縦lこ山 lむ。表面は大きな点刻をそな

え，この点刻は頭頂:ìITくで小さくな 'J ，下ブ'jのものは不明瞭でJ員数をそなえる。剛毛は長く疎。複[肢は大

きく，上プま前頭Jζ入り込む。
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仰向背の 1之さは I~晶の約 4/5 {自 o nl~縁はは)J 3/5 が前ンlilこ狭まるが，丸まった方形。横隆起は中央部の前

方に位ほし9 やや強い。前方，側方には剛毛を生ずる o }L状片は前プJ，側)jiC大きくなる。後方は細かく

浅い点刻をそなえる。小ml板は小さく半円形。麹鮮iは前j向背よりややjよし長さは幅の約 1 3/5 倍。側縁

は中央まで後)JiCJ去がり，その後弱く狭まる。後縁は強く丸まる。点タlJúîlは細かい点刻を筏にそなえ) ~l~J 

く押圧される。!;f~ 1 点列持~lは法方を除き消失する。列|向日11は幅広く弱く隆起し，ほとんど無点刻。 第1J1j

間部は狭く j王せられ事点刻を密にそなえ，後方に広がる。第 23内j間部より外)Jの列 1m部ば外方に rlh がる。

斜面部は遡鞘の基ブ]1;4 からゆるく始まり p 後方 1/3 iまやや急になる υ 上縁は八の字形に降起し，内と)j

i乙は各 4 f闘の附l 毛をおった大きな闘状突起与をそなえ， その外後)jには約 10 個の小突起を不規則 iこそなえ

る。後側縁と後滋は竜骨状Jと縁取られ，細かい鋸歯状伝なす。表面はじ与で[~]み，後トムガは l ドIi主，大きな

点刻を不規則 lとそなえる。第 1 列|沼部は I ~.プjで後方IC広がるが，その後?後)nと狭まる。第 2， 3, 4.列市j

部は lニ)jで隆μL，ノj、ミ起をそなえる c 会合燃の[i1úiHlJは下方に映な小WJ'i松子Ijをそなえる。 ドカヲタト側ブ11ζ

はやや長い!神，]é巳をそなえる。

寄生樹稀:ラワン，セラヤ，メルサワ。

全土 1ii :フィリピン， ボノレネヌ1""， ?ラヤ。

Xyleborus pseudoJうilifer SCHEDL 

SCHEDL , 19:16, JOUL Fed. M日1. St 孔I[us. ， 13 : 11 

休長 5. 9'~~6. 5 mmo 長さは品iのがJ 2 1九倍。赤悔色ないし烈ミ備'ê:~。複眼は黒色。光沢は強い。

頭市は弱く中高，下)]1と大きな逆三角形の降起をそなえる。炎而は平坦で平情。その j二 );1とは大きな点

刻を?をにそなえるけ降起 i祁のド外)Jは細かく点刻1];';<:れ，やや長い間11 ちをそなえる。複I!Hは)\.きく， jﾌ勀liJl Iと

人 V) 込む。

前胸背tの長さは幅の約 8/9 倍z 方形にj迂い。側縁は 1[1 央部の前方で最大幅，前後!とi]~ く丸まる。横路起

は中央のわずかJìíj)jlC位号室し2 やや強い。前方歩側方lと!削毛を生ずるの1Lt:i\片は細かく，前方， ~日Ij)jlこ大

きくなる。点刻は新1\かいが明 1主主。小楯1授は小さく，半円形o 設革請は古íj)Jíjjj背よりわずかに隅広し、。 長さは幅

の約 1 3九倍。側縁は前万 1/3 が後方lと広がり， その後ほほ平行する c 後縁は強く丸まるが，会合線部は

わずかに突出する。点子Illijlは狭くわずかに庄せられ，点刻JI立法方lと大きくなる。第 l 点列部は不明瞭で不

規則な).:_きな点刻をそなえる。列 !Hji'~ì)は 1Iもりよくわずかに|滋起し3 ほとんど無点、刻。第 l 列間部はやや低

七九íj):dま伏心後)jに!よがり kきな点刻をと慌にそなえる。治 2， 3 列市j部は後)jでJJ( ま U ， 外)nζ曲が

局。斜面部は辿鞘の後ノIj 1/3 にあ!) ，後担~縁は竜骨状に縁取られ鋸歯状をなす。表面は中高，浅いが大き

い点1\1]';;:'.不規則 iこそなえる c 列間部は同11毛を持った頼粒列によってのみ認められ，これはよ方1こ大きくな

り，第1)'IJ 問 {i1jでは背耐まで伸びる。

'Jf!:t松I種:ラワン。

う) 布:フィリピン， ;F")レネオ，マラヤ。

Xyleborus posticeJりilosus SじHEDL

SCHEDL , 1950, Tijdschr. v. Ent.，ヲ3 : 92 

や~I~ 5. 6-6. 6 mm。長さは似のがj 2 1 ,/2 {i~j:o Il r~'j~ミ褐fJ'，1;よいし J忌褐色。主主眼は nJ~色。光沢は強い。
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頭部はわずかに中高， 1[-1央 lと主主 Jt::.の降起をそなえ，その表i百ït土平担で三jZjj'j'，中央土方は大きな点刻をそ

なえ言上方小さくな;:) c F)jば小ぎなi~主IJを密 i乙長い間IJ8をやや疎!とそなえる。前朗i主総に降起し平

沼。複眼はうてきく rìÎj頭に入門 ;6むつ

古íj腕背の尽さは籾よりわずかに小さいの但IJ縁は 11 1央部の後五で幅広く llíî尚一にかすかに丸まお c lìíHまは弱

く丸まり，前ド方lと付l び， r[C1央iC.数仰の小出をそなえる。横|海起はやや強く，ほほ巾央IC位置する c 瓦状

片ーはお日かし I"jrj縁i丘くでややJ:..きくなり尖る η ル五日は制かい JUjU~:"， I) ， ìllll 万にはIIWßを生ずる c 小椋板

は小さくほぼ半円形。主主草野は lìíPiÞu背より l陥iムい o :!えさは l帽の約 1 目的っ側縁!.'~後ブj(と広がわ F その後急!こ

丸まり?後縁はほぼ三角形に突出する r 点列ì'~ì)は1まくほとんど!ヂせられず， λ点i

郎 lはま l将招昨溺8 ，)広五く心， わずカか， Iにこ降起しい， Iほまぼ 夕列i江]1にζ九北佐んだ点刻をそなえ乙 O ζ のj点刻 lは土J正点f弐L汐亨列!リi 司郎:のものよ』り〕わずカか) Iにと

4小、ささ:く E政司玖~ 0 第 1 yljlfiJi\l)は J)たく彼方に広がるσ3 グIJI渇1'115 上1;)外)iの列間部ば徐々 lζ外方 IC[甘lが石。斜面t~i)

(立後万 5/9 Iとあり，急で巾高， 1三円形 L 後仮1]総は?を骨状lと縁攻らオL，ノJ\鰐的状。表IfiHま下半部が会合線を

111心iζ降起するの点、手1]1:jl は」方でJl IJ J)ヲ IIJJ日夜な点刻のFりからなるが， -F-'万?はイ〈規f[U tJ;列となる c YI] fI週刊1

f主上、ブアご降起し，同11 ちそ持)た小納付列そなえ 0 ，粉粒は第 1 ，çIJifjJ日1)のものを l永寺ド方lζ小さく宗主な

る。

ヨ七1M極:ラワンO

分 ノけj フィワピン。

Xyleb肝us 制aCγoþteγ割S SCHEDL 

SCllElll. , 1935, Stylops , 4 ; 271 

体長は 3.~3. 宮 mmo 1えさは悩の 3 倍。赤褐色。後限li;、己色。趨鞘の後ケは黒褐色。 Jé沢は強い。

頭部は弱く中高，前顔の仁子 lとわずかに隆起線が認められm その1::);は縦lこ浅く 11 11 みギ?行。 jjÍì阪は械に

隆起し，平滑でその!ブfは械に[lflみ，点刻は l珂憾でf翌九やや長い F~IJ毛を!全j'lζ そなえる。複限l立大きし前

頭の内Jnと入り込む。

IJíj胸背の長さは幅よりわずかに小さい。側縁i土中央部で幅広し前後IC~甘く )Lまる。前縁は強く丸ま

り，中央開聞の小出状突起そそなえる" tliil盗起はややり合く 11 1央の古íjえ)fC(立並立す為。前半，側)]1とはやや

Jミい同1]毛をヲ点?iU古15には側方を除き短い同11もをそ江える。瓦状片は*~Iかし前方，相1]万に大きくなる。点

主11 は1利かし、がりi隙でその 11りは絞!日L状。 小HI'lj;lxIJ 小さく半 IIJjf:，趨桁は前日付背より幅広いに i返さ[土中高の約

P!s 倍。 側縁はほとんど後方に広がり p 後方で徐々 Ic }Lく J)とまるじ後縁は ~1 ，~昔、宣伝二二戸lJ1:c )，\列部は狭く

ドfIまず，点刻は l、jíj)ilζfj\ごくくなり浅い。ダI Hi U [\jí は jぶしかすかに降起し，横敏会ß;~i にそなえ，山、主1]は不組

員Ijな l 列で附もを ~I じ t }/;~タ 1] 仰のものとほ;.3:: IrrJ じえきさで似。 斜面I :ij;{土主話料l ﾚ) 11'炎の !'Jíj 心から始まり，ゆ

るやかに傾斜し， lþ 川，卵形。 Fh は公介総 lこれって隆起す之》。後側縁はむ吠 l己縁取られ小鋸歯:氏。点

列部の点刻は背ぽiのものより大きくョ下ブjでは不規則となる。亨IJr沼部は i 方で招く降起し，剛毛の生じた

小額校タ1]をそなえる c

???引ミ +litHi: ラワン J

ぅt 将J ブィリ t二3 ン cì' Jレホオ，マラ γ 〈、
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Xyleborus. pseudωnajor SCHEDL 

SCHEDL, 1950, Tijdschr. v. Ent. , 93 : 93 

体長 4. 3~4. 9 mm。長さは IIJffiの約 2 7九倍。赤褐色。複限は黒色。光沢は強いが斜面部ではこれを欠く。

頭部は弱く中高，前頭 L方には|幅広い1m点主1]の弱い降起をそなえ，その側方は弱く凶み，粗造。表面i立

中央部を除き町J IltHこ点刻されるが上方では密となり，やや長い向I[ 毛をIT;!dζ そなえる。複限は大きく v 上方

は前頭に入り込む。

前胸背の良さは1[1尽よりわずかに小さい。側縁は中央より後方で最も幅広し後方に弱く前方にわずかに

狭まる。前側縁は強く丸まり p 前縁はかすかに丸まる。横隆起は強く p ほほ中央に位置する。瓦状片は細

かいが，組VT， 前方のものは幅広くなり，前縁近くのものは斜立し大きい。点刻は明瞭で鮫肌状。側方p

前方には剛毛をそなえるが，側縁，古J縁のものは長い。小橋板はやや大きく半円形。麹鞘は前胸背よりや

や大きい。長さは憾の約 15九倍。仮~縁は斜面i部あたりまで広がり z その後弱く狭まったあと後縁となる。

後縁は先端の丸まった鈍三角形。背同は/J吐露板、の後方から弱く高まったあと斜面郊に移行する。点ヂIj部は

やや狭く問まないが羽棟。点刻は前方で政になる。 71]間部はほぼ平坦ョ点、)iIJ部より政な点tuをそなえる。

斜面令部は中央の後;方から始まり， ヒ方は弱く丸しわずかに傾斜し， ド方はゆるやか。後側縁は凹凸を持

ったな骨状突起によって縁取られる。表Uliは弱く中高。下方は会合線 lと沿って広く隆起する。点3'11部は弱

く[\l]み，点、刻は丸く大きい。第 1， 2 点列部は中央でflC:せられ，不規則な2)íIJ となる o 3'1j間部は頼粒列と p

これより生ずる艮剛毛亨IJを有する。

寄生樹種:ラワン。

分 布:ブィリピン。

Xyleborus funereus LEA 

LEA , 1910, Proc. R. Soc. Vict. , 22 : 139 

体長 3. 2~3.3 mmo 長さは栢の約 2 3/8 倍。 ß在赤褐色。複眼は黒色。光沢は強い。

頭部は弱く l:fl i:弘前顔の|二方は横に[LlJみ，中央部の上方には卵形の隆起をそなえる。表面は鮫肌状，隆

起部を除き不整形の大きな点主I[をそなえる。

前胸背の長さは幅よりわずかに小さい。側縁は中央部の後ブjで最も幅広し前後方にわずかに狭まり，

古íj側角はやや強く，前縁は弱く丸まり，わずかに細かく波状をなす。検降起はやや強く。中央の前方に位

置する。瓦状n-は細かし古íJゴJ のものは 1[1日広く弱く突出する。点刻は細かく不明瞭。前方と仮.1]縁には剛毛

を生ずるのノト楯1授はやや大きく，ほほ三角形。迦鞘は前!I(oíU背よりわずかに幅広い。長さは 1[1日のがJ 1 3/7 倍。

伝iJ縁はほぼ中央部までわずかに広がり，その後弱く狭まる。後縁は強く丸まる。点列部は凹まず，大きな

浅い点刻をやや疎にそなえるの列間部ば)ぷく，平土旦で悶1]:毛の生じた点子IJ部と同じ大きさの点刻の列からな

る。第1)íIJ間部ば狭い。斜阿部は中央部の後)jから徐々に始ま iJ ，後担1]縁は竜骨状lζ縁取られる。表面は

ほぼ中高。点列部の点主IJ は火く。第 l タIJ同部は狭心第 2 子1]間部は幅広い。第 2 列間部は 4~5 伯!の短い

突起をそなえ，その基部は膨らむ。第 3， 4 )'1] 間郁は 3 ~~ 4 備の小突起をそなえる。 ζれらの突起は岡IJ毛

を有する。

寄生樹種:インドホシア材。

分 布:アンダマン2在日9 フィリピン，ジャワ p セレベス，ニューギ、ニア，オーストラリア。
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Xyleborus quadraticollis EGGERS 

EGGERS , 1923，ヌ001， Med. R Mus. N. H., Lciden, 7 : 197 

体長 4. 1'~~4. 3 mmo R: さは幅の約 2 3/8 倍。赤褐色o 復限は黒色。光れは強し、が》刻j鞘 l土法音11を除きこ

れを欠く。

頭部はわずかに r~l lFt;，前 !~fjの上方は不規HIJな|港起をそなえる。前頭は光沢を欠き， I盗起部を除き JJ1刻そ

そなえるが _t方では細かくなる o _t:.ブj の点刻問は鮫肌状，複眼内 :Jjヲ前jfftí上方には長い剛毛を生ずる。

複線は小さい。

白íílj向背の占之さは1国の約 8/9{;"，'" illi]縁は基:JJ 1/3 (j)所で鼓も幅広心前後lこ弱く狭まる。 llíj~lI]j与は非常に

強く丸まり，前総はかすかに丸まる。杭|盗ß;，は強心中央より前ブ'J Iこ位立する o 1L状パは中央では細かい

が，すぐ前方ーから幅広くなる。 前縁近くのものは幅広いが記く斜立しなし L 点主IJは細かいがぷプ7では大き

くなる。点主:ù聞は絞!lJLtko 前，側，後万iどは l時1]毛を生ずる。小楯板はやや大きく半円形。趨鞘は前fl('ll背よ

りわずかに悩広い。長さは幅のがJ 14/9 倍。法縁Jとは剛毛をそなえる。側縁l立中央部の後:Jjまでjよがり，そ

の後わずかに丸まり，斜而llß 1t 1 央のがJ方から強く丸まり後縁に速なる。後縁は強くメしまる。背面は光沢を

欠いた部分の前方まで高まり p その後{尽くなる。点列部は明瞭に凹み告な点刻をそなえるがs 来-gßでは rn

まず点刻は小さく政となる。列Ib~古i1)はわずかに隆起し3 光沢のある部分では小さな点刻列をそなえるが，

その後万では大きいものとノ]\さいものを入り混ぜた戦粒列と， 1if~1[毛亨1]をそなえる。斜面部は組鞘のほぼ後

方 1/3 にあり，後仰l縁は竜f汗状に縁取られる。点、子U1;ll (土問み，点刻は背面のものより大きいc 列間部は隆

起し，問1]ものよとじた小頼粒列安そなえる。節 2 列間部は中央で低くなる。第七 5 ， 6 ylJ間部は{W]Jj中央部

で合流する。

寄生樹種:ラワン。

分 布:ブィリピン。

Xyleborus velalus SAMPSON 

SAMPSON, 1913, Ann. M乱g. NaL Hist., 12 : 443 

体長 2. 5~2. 6 mmo 長さは隔の約 2 1/6 倍。赤褐色。複眼は黒色。光沢は強い。

頭部は中市，縦隆起線は欠くがr[J央部が縦lと隆起する。表)加はほとんど点亥1]を欠き平滑， ド側jjiC:ノト頼

粒をそなえ9 下方，側方lこ剛毛を~I ずる。

jjíj胸背の長さは隔の約 4/5 倍。{11l]縁は中央部の後方で長大幅となり前後lと狭まる。白íí側戸1 はやや強く丸

まるの fjíj縁は剥く丸まり 1LVutによって校iえとなる。後縁はわずかに丸く川イ了。|品降起はり主くほぼ中央lと

位践する。 ]ι:U:YI-i土横隆起付近では和11かく， lìíj)jlこ陥Iよくなり IJíj縁近くのものは半円形で斜主にする。点刻

は不明瞭。礼状n 部と慎1I万には剛毛を'1.-; る。小楯板はやや小さく， 1I1日!ムい半円形。凶鞘は白川内背よりや

や幅広い。長さは 1[1日の約 P/S倍。主:íj総はわずかに縁取られる。組1)緑、は中央部近くまでわずかに広がり，

その後かすかに狭まる。 後縁は強く丸まる c 点列的は後)j で引く[1[[み，点刻 l士大きし前)J で il* lとなる。

列間郎は幅広しかすかに|寝起し9 微細な点刻タ11 と長い lìrTIfC:与を生ずる。点刻は斜面m.訂正くから頼粒 lこ変わ

る。;:r~ HI]間部はやや狭い。斜面部は中央の前方から徐々に始まる。後側滋は竜骨状lと縁取られる。表面

は均一に;柏市。 点ヂ11部は弱く凹む。列[自j部は降起し，剛毛の比じfで小野i純子IJをそなえる。

寄生樹程:チーク p カジ 1 クク。
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分 布:ピノレ 7，ボノレネオ。

Xyleborus noxius SAMPSON 

SAMPSON, 1913 , Ann. Mag. Nat. Hist. , 12 : 445 

体長 2. 4~2. 8 mm Q 長さは幅の約 2 1/2 倍。赤褐色ないし黒褐色。複眼は黒色。光沢は強い。

頭部はやや中高， )ÌÍ[f顎上ゴj は横lζ凹む。表íf可はやや大きな点刻と剛志をそなえる。

前胸背の長さは帽の約 6/7 倍。側縁ば後方 1/3 で最大111日となり前後に弱く狭まるの jjíj n\lJ角はやや強く丸

まる。前縁は弱く丸まり瓦状片によって細かい波状となる。検降起は強く，ほほ中央lζ位;試する。瓦状片

ば隆起源で細かし前側方で|幅広くなり，前縁近くでは斜め後方に突tJ-，\する。点亥IJ はやや大きいが浅く不

1m棟。 1ii犬片部，側縁lとは nìijlJ毛を生ずる。小tJ言板はやや小さく三三角形。遡鞘 l土前胸背と等情。長さはl隔の

約 1 4/7 倍。但，1]縁は中央部の後方までわずかに広がり，その後弱く狭まる。後縁は強く丸まる。点7j1j部は

後方で弱く 1mみ，やや大きく浅い点刻からな t) ，基方では以iになる。列間部は広くほとんど隆起せず，ノj 、

戦粒列をそなえるが，法方では点ヂ1]部のものよりわずかに小ざい点、刻となる。後方は剛毛列をそなえる。

第 1 列間部は狭い。斜面部は中央から徐々に始まる。後lRIJ縁は竜干W~IC縁取られる。表前はやや rll IRJ。点、

列部は浅く回み，点îilJは背I前より明らかに大きいとJ ヂIj間部はわずかに降起い光沢が弱心尚11 f;の生じた

頼粒列をそなえるの

ヨ子生樹穏:チーク。

分 布:タイ，ピノレマ，イン Fo

Xyleborus validus ErcHHoFF 

ErCHHOFF, 1875, Ann. Ent. Soc, Belg. , 18 : 202 

体長 3. 4~J3. 8 mm。長さは隔の約 2 419 倍。黒褐色ないし黒色c 光沢は強い。

頭部は弱く中高， Jì íj顔から上Jnこ長い*iil際起r~1をそなえる。表面は鮫肌状，明瞭な点îilJをそなえるが，

lニ方， T}jでは小さくなるの

前胸背の長さは!悩よりわずかに小さい。側縁ば中央部の後方で最大幅となり， ]ÌÍj後に弱く狭まる。百íj側

角は強く 3 前総は弱く丸まり，細かい波状をなす。横隆起は非常に強く 14 1 央のやや後方lこ位置する。瓦状

片は細かく ， rìíj方に幅広くなるが弱く突 tUする c 点刻は非常に朝日かい o níj，側Jnとは隙IJ毛を生ずる o IJ\祈j

板は小さく三角形。趨鞘は前胸背とほぼ等幅。 1二さは隔の約 1 5/91~'!1:O 1N!J縁は1-1 1 央高11の前方までわずかに

!よがり，その後方ーはゆるく狭まる ο 後縁ば強く狭まる。点7j!J :"， 111土後方で[1 11み，点主IJは大きいが lìíjブfでは以1

1こ予後方では密!となる !j出向郎は j主く弱く降起し， Jlwな湖IT~の tl じたノト点、主IJ ヂIJ ぞをそなえるが，斜面郎近く

で小T州立に変わる。 s:r~' 1 列|間部は狭い。斜阿部は中央のがjプfから徐々に始まる。後側縁はでな母状に縁取ら

れる。表面はやや中高，第 2 列問1'illf立後縁の上方で弱く正せられる。点ヂIj部は弱く fEせられ，点刻は背面

より以で大きい o !jlj I j ill~lは)日とがまj 心開i毛の生じた小頼粒をそなえる。策 2 列 ~Jj部は後方で頼粒列を火

く。

寄生1M種;台湾建広葉樹。

分 布:日木，朝鮮多支那〈台湾)。
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Xyleborus interjectus BLANDFORD 

BLANDFORIl, 1894, 'l、rans告 Ent. Soc ( London, 1894 : 576 

体長:l. 4~~3. 8 mmo 尽き(対話のがj21i3i~'c 黒褐色。複限は史、色。光沢は強い。

頭部(j~5)く中ぅ Ilíj ú'Siから unと長い降起をそなえる。表面は鮫!日L状，納点刻を下方lと密~:: , .1:-.万 iと絞

にそなえる。 I !J央 jfillJJの /:i，ぷ11 は浅いが大きし、。 Fí~l]tは E束。

lìíj胸7?の長さはi陥よりオ〉ずかに小さい"側縁は中央の後方で最大11需となり，後方 lC強く， i]íj}jK弱く狭

まる。1ÌÎj側角はやや強心的縁はやや0!l~ く丸まる。横l窪起は強く中央より後方に位置する c 瓦状['1' はやや

大きく， flíJ)jのものは広くなり，半円形lと近く斜了7，'9' る。後方の点刻は微細j，その tD1は細かい鮫肌状。前

ブ1]'，側)Jには長い jirr!rE，をそなえる。小桁仮は小さく半円形。組幹jは前胸背よりわずかlCI[I)\î広い。長さは幅

の約 1 3九倍。合ìlJ縁は 111央部の t'jíj)J までわずかに!よがり，その後弱く狭まるの後縁は強く丸まる。 1以ylj j'沼

i立後方ーでわずかに[Eせられる。 点主IH立大きく浅い。第 1 点列部は J，l;方で外)jlと少し曲がる。ヂ1]間部は広

く，剛毛のはじた小穎粒;;1]をそなえる。お 1 列問主I1は狭い。斜面掃は中央;の古íjブfから徐々に始まり，ゆる

やかに傾斜するの後側縁は竜骨状に縁取られる。表面lは出く中日。点列部は rrnみ3 第 l 点列部は強く rrn

tj'。列間部は隆起し， 21T 日iÎ より大きく vJ{~な頼粒子Ijと剛毛与をそなえる。

寄生樹稜:タイワンスギ，セラヤ，メランテイ p ジョンコン， M.L. 旦材，ラミン，インドネシア材。

分 布:日本，文那(台湾入 インド支那p アンダマン諸島，フィリピ九ボJレネォー，<ラヤ，ス 7

トラ， ジャワ。

Xyleborus deslrue月S BLANDFO!<D 

BLANDFORD, 1896, Tr乱ns. EnL Soc. London, 1896 : 221 

体長 3. 6'.A. 6 mmo 長さは隔の約 2 3九倍。赤褐色。複ÄRは黒色。光沢は強い。

頭部はわずかに Ilj~ふ]ÌÎî顔の上ゴnと l聞広い縦隊起をそなえる。表面は隆起部を除き鮫肌状，大きな点刻

をそなえるが， 11む段lO)l)jで、は頼粒iと変わる。剛毛は長く疎~tする。複限i立大きく，上方は前頭K入り込

オょ。

前l向背のiえさは悶よりわずかに小さい。側縁は中央部で最大幅となり，前後に弱く丸まる。前但1]角は強

く丸まる。古íj縁は弱く丸まり，約 7 閣の歯状突起をそなえる。横隆起は強く， rjJ央の少し前方に位置する。

瓦状nーはおHかし側方，前方のものは幅広くなり， ]ÌÍJ縁近くのものは長くなり斜立する。点刻はやや明瞭

であるが側方に大きく需になる。点刻の聞は鮫肌状。全体に短い剛毛をそなえるが，自~J縁， {II)J縁近くでは

長くなる。 小楯板はやや大きし 幅広い半円形。組革ìi'はがîHiÆJJ背よりわずかに幅広い。長さは隔の約 P!s

倍。側縁l立中央部までjぶがり， その後わずかに狭まり，斜副部中央から丸く狭まる。 後縁はほぼ鈍三角

形。背聞は小楯板から旭革ìi'の 1/3 までわずかに隆起し，その後p 後方iと低くなり斜l句切れと務行ずる。点列

部は弱く回み i月隙。点刻は前方で疎となる。第 1 点列部の点刻は六きいc 列間部はほぼ平坦，点yl]部より

小さく(;jiな点列1~1)をそなえ，中央l';l~を除き長い剛:ß列をそなえる。第 1 点列部は1)(く点刻を欠き，横鮫を

そなえる。斜面古~，5は中央部の後ブJから徐々に傾斜し始め，光沢は強い。後似IJ縁 1; [lJI 凸を持った予言骨状突起

によって縁取られるの表面は~~!く中河，上方は会合総 lこ沿ってかすかに広く回み号下方で ζ の部分が高ま

る。点列部は弱く問み， l.\tlJ は丸く大きいがs 第 1 ， 2 点列郊では中央で 2 YIJ となる。子IJfflH"l)fま弱く隆起

し，やや尖った瀬市立列とやや長い河11毛列をそなえる。
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寄生樹種:ラワン，カdパス，インドネシア材，タウン，ゾロモン材。

分 布:フィリピン，セレベス，ニューブリテン畠，ソロモン諸島。

Xyleborus 虫ror:erri刑制S SCHEDL 

SCHEDL, 1968, Kontyû , 37 : 214 

体長 3.7mm。長さは幅の約 2 5/9 倍。赤褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部は弱く中高，前顔の上方は圧せられ2 中央lとY字形の平滑な降起線をそなえる。表面は鮫肌状，微

細な点刻をそなえ，上方の点刻は疎で大きくなる。下方にはやや長い剛毛を疎生する。

前胸背の長さは憾の約 8/9 倍。狽IJ縁はほぼ平行し，前後iζ弱く丸く狭まる。前倒角ば強く丸まる。前縁

はわずかに丸まり，瓦状突起を欠く。横隆起は強し中央より前方に位置する。瓦状片は細かく，前方，

側方のものは幅広くなるがほとんど斜l討中びない。後方の点刻は微細。同l毛はがj方，側方lと疎 l乙生ずる。

小楯板はやや小さく半楕円形。組鞘は前胸背より幅広い。長さは幅の約 1 5/8 情。側縁は中央部で最も広

く，麹鞘のほぼ 2/3 から後方は徐々に丸く狭まる。 後縁は強く丸まる。点列間!lは同み，点刻は浅いが大き

い。第 1 点列部は基方で外方iと出がる o 3ilJ間部はやや狭く，弱く降起し， 151]のやや大きな点刻をそなえ

る。この点刻は後方で頼粒!(変わる。剛毛は側方it生ずる。斜阿部は後万ほほ 1/3 から徐々に始まり，ゆ

るやかに傾斜し，後個ti縁は竜骨状lζ降起する。表 11Ijは後端と中央部の問で横に凹むの点列部は背面より強

く凹む。列間部は隆起しB 小毅粒3i1Jと剛毛をそなえる。

寄生樹生:タウン。

分 布:マラヤ，ニューブリテン段。

Xyleborus solomonicus SCHEDL 

Sc百EDL ， 1事70 ， Kontyû , 38: 363 

体長 2. 3~2. 6 mmo 長さは悩の約 2 1/2 倍。赤褐色ないし暗赤褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部はやや中 I吉b，弱い縦隆起をそなえる。点刻はやや明瞭。剛毛は長いc

前胸背の長さは隔よりわずかに小さい。側縁はほぼ中央部で最大幅となり前後lζ狭まる。前側角はやや

強く丸まる。前縁は弱く丸まり波状とならない。横隆起はやや強く中央の後方に位置する。瓦状片は除。起

部で細かく，前方では幅広くなる。後三ケの点刻は不明獄。附r目立前方，側方lと生える。小梶秒、はやや小さ

く半円形。姐純は前胸背よりややl幅広い。長さはl隔の約 P/2 倍。側縁はrþ央部までわずかに広がり，そ

の後弱く狭まる。後縁は強く丸まる。点列部はほとんど山まず，浅いやや大きな点刻からなり，前方では

j凍になる。列問郊は広く，ほとんど熔起せず，頼位列をそなえ，後;んでは岡j毛をずる。斜面部は趨鞘の

中央から徐々に始まり p 後組.1]縁 lまで主骨状をなす。表面はやや中高，光沢を欠き，後縁上方で浅く八の字形

Jと凹む。点列部は部分的に弱く凹み3 点刻は浅いが大きい。列間部は問IJもの生じた小瀬粒をそなえる。

寄生樹種:ソロモン材。

分 布:ゾロモン諸島。
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Xyleboyus similis FERf山口

FERRARI , 1867 , Die forst-und baumzuchtsch邑dlichen Borkenkäf巴r ， p. 23 

体長 2.1~2. 5 mm。長さは帽の約 22/31tro 赤褐色，複限(;:1:黒色。光沢は強いが斜面部は光沢を欠く。

頭部は if令中級を中心lζLjJ I\j,j , rìíjl却の上々で浅く横に lWむ。表面は鮫肌状，明瞭な点刻をそなえ，下方に

は測ををこtずる。

iJ íj)陥j背の長さは耐とほぼ IIIJ じっ側縁は側)j 1/3 で設大幅となり，前後lこ狭まる。前側角は強く丸まる。

前縁は丸味が~J~J い υ 樹[寝起は中央のわずか lìíj)J(ど位置し，やや強い。瓦状片は細かしがj方2 似u方 IC大き

くなるが， illW はあまり広くない。点刻は細かいがり]瞭。瓦状片 :~i5 と似IJ);ムには悶1毛を F有する。小楯板はやや

ノトさく半円形。主l抑制土師î!1向背よりわずかに幅広い。長さは隔の約 P/4情。側縁は中央部前)j"まで弱く後方

に広がり p その後わずかに狭まり，後縁近くで11 く狭まり後縁lこ i主なる。後縁は中央で強く丸まる。点列

部は狭いが，やや常でA.きな点刻列からなり出く凹む。ダIJ1m nj5 は!よく， j旅な細かい点刻列と剛毛をそなえ

る。剛毛は rìíiJjでは土日くなる。斜面市は後)i 1/3 にあり，ゆるやかで弱く r[" 向。後担，11縁は竜骨状l乙縁取ら

れる。第1， 2 点子11丹15 (土中央で外方l乙丸く rllJがり弱く凹む。列間部は光沢を欠き剛毛列をそなえる o m 1 列
間部は中央で広がり 2 個の長い頼校状突起とその 1.方!ClJ\頼粒をそなえる。頼粒の部分は弱く隆起する。

て子1:必1極:ラワン， カロサピス， クスノキ， ソラン材，ガノイス，パノレダオ E セラヤ9 ピリアン材p クル

インキオ，ラミン，サラワク材，メランテイ 3 カジュクク B サンポン材，カンアGιj ，チーク，カプー)1/，ク

ク材，どナン材，ニュ ギニア材'7トア 2 ヱ 1) ?l) 

分 布:文万[5 台湾)， ピ jレマ， フ f リピン，ボルネオ?ラヤp ジャワ，インド，セイロン，ニュ

ーギニア，ソロモン諸お，ガアム島，クリスマス島。

Xyleborus indicus E1CHHOFF 

EICHHOFF , 1878, Stettiu. 記nt. Ztg. , 39 . 3宮2

体長 2. O~2.1 mmo 長さは I[IMの約 2 7,/9 f{~: 0 赤褐色。複眼は黒色。光沢は強い。

頭部は弱く中高， lÌÍTI'訪の上方は般に日11み，短い縦隆起をそなえる。表部は鮫肌状，ノJ\点tIJ と剛毛を生ず

る。

白ÍjR向背のよ之さは幅よりわずかに大きい。{il11縁は基方 1/3 が tlíj方々に広がり，中央 1/3 はほぼ平行し，その

前方は丸まる。 jjíj縁の )Llþ!ミは弱い。横降;lliは中央にあり，やや弱い。瓦状片は全体lζ細かい。点刻は1ト常

lと細かいっ前方，側ノら にはi制毛をそなえる。小結二被はやや小さく半円形。迎鞘は前絢背と空宇幅c 長さは11I認

の約 1 213 f告 c 側縁は I[J央部の少し後方ーまで広がり，後縁近くで急、lこ丸まる。後縁は弱く丸まる。点列却

はややJt_ く ~J5J く [U]み3 大きな?，î，刻ヂIjからなる。列間部は!よしわずかに隆起し，ほとんど無点刻，奇数の

子UfiJj郊には刷毛を思((J.: させる。斜面市は後方 1/3 にあり，ゆるやかで弱く中雨。後但11縁は竜骨状に縁取ら

れる o )託ダ1]1';1) は背聞と同じ点主IJからなるが，より強く凹む。第 1 ， 2, 3 点列部lま中央の少し下方で外方に

弱く曲がる c ylj間部は点、刻否欠さ，附りも亨ljをそなえる。第 1 列間官官は小穎粒列をそなえg 下方で他のヂIJ問

古[1 よりやや強く i盗起する υ ;jí 2, 3 列|市部は中央;のトカでやや低くなる。

;s子生。樹経・ガパス材，インドネシア材，ターミナ 1) ア，ヱリ'7" 0

分 布:インド文IJ[5 ， L:")レ 7，フィリピン2 ボJレ才、才，マラヤ，スマトラ，ジャワ z インドヲセイロ

ン，セレベス，ニュー卒、ユア，ニュープリテンEZ割アィジィ。
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Xyleborus glabratus EICHHOFF 

E1CHHOFF , 1877, Dtsch. ent. Z. , 21 : 127 

体長 2.3~2.5 mmo 長さは幅の約 3 1Js 倍。日音赤褐色ないし黒褐色。複眼は黒色，光沢ば強い。

頭部は弱く I1 1高，前顔の少し上方で横IC IlIJむ。縦降起線は不明瞭であるが認められる。表面は鮫肌状9

非常に細かな点刻と微毛をそなえる。

前胸背の長さは幅の約 P/4 倍。側縁はほぼ直線で前方lとわずかに広がり急 lこ丸まって前縁となる。前

縁は中庸 l乙丸まり，瓦:犬片 lとよって徴ノJ\な波状をなす。横隆起はやや強く iþ央のわずか前方lと位置する。

瓦状片は細かいが前方，側方iζ大きくなる。点刻は微細であるが認められる。前方，側方には附rもをと主ず

る。ノトtI吉板は小さく半円形。麹革~fま前胸背よりわずかに悩広い。長さはi隔の約 2 倍。側縁は中央部で多少

膨らむが後縁までほぼ平行する。後縁は中央部で折れるように強く丸まり 3 会合線でわずかに聞な。点列

部は狭く凹まず，疎な非常に微細な剛毛を持った小点刻列からなる。列間部はやや広く，隆起せず，非常

に微細な剛毛を持った疎な微小点刻列をそなえる。斜面部は迦鞘の後方 1(3 から徐々に始まり，ゆるやか

に傾斜する。後個.u縁は竜骨状に縁取られる。点列部は狭く小点刻をそなえ， 第 3 点列部をi徐き明 l僚に凹

む。列間部は隆起し，小頼粒列と非常に細かい剛毛:JlJをそなえる。第 l 列間部は中央の下方で膨らみ，こ

の下方にやや大きな頼栓をそなえる。その他の?JiJ間部は中央の下方で外方に湾曲する。

寄生樹務:台湾産広葉樹。

分 布:支那〈台湾)，日本。

Xyleborus laev� EGGERS 

EGGERS , 1923, ZooL Meded. R. Mus. N. H. , Leiden , 7 : 201 

体長1. 9~2. 0 mm  。長さは幅の約 3 倍。赤褐色。複眼は黒色。 lìíJ胸背の法方ば淡赤褐色。光沢は強い。

頭部はわずかに中高，縦隆起を欠く。表面は鮫肌状習組Ij)51こ附j毛の生じた数{闘の大小 2 種の点刻をそな

える。

前日歯!子?の長さは慌の約 P(7 倍。側縁は前)J!乙丸く広がる。前縁はやや強く丸まり， 瓦状れによって細

かい波状となる。横隆起はやや強く中央の少し前方 lと位置する。瓦状片はやや細かく前方，側方l乙大きく

なる。点刻はほとんど欠く。仮IJ縁，前縁!とは疎な剛毛を生ずる。ノト楯板は小さく半円%。魁鞘は前胸背と

ほぼ等Ip目。長さは幅の約 P/9 倍。仰l縁は中央部まで後方 iとわずかに広がり， その後わずかに狭まりなが

ら後縁!C速なる。後縁は中)蓄に丸まり，会合線でわずかに凹り。点列部はJJ.ごく jll] まずョ小さなiI%な点刻列

よりなる。列間部はやや広く，ほとんど無点刻で無毛。斜面部は後方 1/3 から徐々に始まり，ゆるやかに

傾斜する。後側角は竜骨状lと縁取られる。表面ば中高で光沢は強い。点列部は凹みp 背面の点刻より大き

い点刻からなる。第 1 ， 3 yiJ間部は|幅広く，小額粒列と徴毛を生ずる。第 2 ylJ間部は幅広心小頼粒子Ijと

微毛を生ずる。第 2 列間部l主主!とく低しかっ小額粒を欠く。

得生樹種:ソロモン材。

分 布:フィリピン，ボルネオ，マラヤ， :ゾャワ，ニューギニアz ニコープリテン，ゾロモン諸島。



I苛洋輸入料のアンブロシアキクイムシ主主〈野山〉 - 37 

Xyleborus satai SCHEDI 

SCHEDL, 1966 , Kontyû , 34 : 39 

体長 2. 5~2. 7 rnmo 長さは幅の約 2 5/9 倍。赤褐色，複限は黒色。光沢は強い。

頭部:は招く I1 1 I弘前夜!上)jω横山陥を欠き， IIJ央 I}I)が膨らみ〕l{;沢の強い長い縦降起tSJZをそなえる ω 友凶

は鮫WL状。点、刻は明瞭で側jJ のものは長剛毛をえずる。

lﾌ勀 ~向背の j之さは悩とほぼ Il:iJ じ。側縁は:1L く Ilíjゴj(こ広がり p 徐々に前縁(Cì主なる。 l'jÎj縁は強<:1しまりかj ら

か。検l;条起はやや強心ほほrll火iと佼H5:する。 礼状)'1 は全体に主11かしそのiHli絡は iVx!v L状をなすむ後方の

点刻はさた鋭、前)J(こわずかに認められ， その他の応分は小却!ß[粒 lこ泣きかえられる。全体;に微毛を牛じ， li勀 

総，側縁には長い剛毛をi保主とする。小楯板は小さく半円形o :l'fl鞘は前胸背より幅広い。長さは隔の約 PJs

倍。側縁はrli央郎の後万までわずかに広がり s その後ヲ徐々に丸く秋吉、 V) ， 後縁lこ連なる a 後縁l土 rjl 央部

で ~~t くメしまる。点列古f!j はやや1:1\く。 恥な後た~~~ちのある点tiJダIJ よりなるが後)iでは授となり，わずかに凹

むo ylj問郎はわずかに院長起し，小点刻ダu と総数をそなえ， ~i;Jlj 色タIJを布する c ↓ Lflì部は後方ほほ 1/3 から徐

々に始まり，ゆるやかに傾斜する。後側縁は総収られないc 表 ~II はr! 1 必で光れか弱い。S;(~ 2 yl] l同部は lþ交

の下方で凹t.， 0 市1， 2 点列部は浅く凶み ， i2，刻はノJ\ ざいυ{也の点列川)0)点刻は不明瞭であるが微毛予uを

そなえる。ダu間部は剛志列をそなえ， s;(52 子Ij間部下;右を除さ i!&小額料ーダuそそなえる。

寄生話I種.台湾渓広葉樹。

分 布:支出(台湾人

Xyleborus exi持lÌus SCHWL 

Scm:DL, 1970, Kontyû , 38 : 362 

体長 2. 7~~3伺 Omrn。長さは艇の約 3 1/8 !ii。赤褐色なし、し黒褐色。 後l肢はJ*}~色。光沢はやや弱い。

浪部は~~く iN~j，前1itiの l二万で横に凹む。友i宣Hま鮫肌状p 下IWJ)J は fu く点刻され阿r][を IJ三ずる。

立m航j背の長さは帽の約 P!s 倍。狽IJ縁は前方lと Jムの_\ 前方で rJ~i く丸まり，前縁Jζ速なる c 前緑、は強く

丸まり，瓦状)十 lとよって微鋸白状となる。 tJi隆起はない。 中央の jìíj方にはやや細かし、瓦状円をそなえる。

後側方lとはよ刻が認められる。主L状片部と{日iJノらんには|司1]毛を生ずる。 小楯秒、は小さく主円j払:問料は前胸背

よりわずかにjよく，長さはね;の約 2 情。側ほl立中央部近くまで平f J し，その後やや強くすL く 1:たまる。後縁

は側;在でくび才中央は丸く突出する。背rm (土中央部から徐々に)L く低まり斜出郊に移行する。点タIJ部は

あまり lijj 隙でないが狭く凹まず， ，訴:なノJ\点刻からなる。安ljfi. rJlおは jよし点列f恨のものより小さな点刻ヂIjを

そなえる。奇数の列間部と側方には剛毛を疎外する。 去の斜面郎はゆるやかで半円j仰と山むか，その下方

は丸く1)1高となり， 上方は会合線 lと沿って[II[む。斜凶ilìll 側縁は弱く 1;冬起する， };，i.ylj部は欠く o r!l:)史上方

には蒸73おの l窓起した!字:ぃ円銭形の突起とド方円形l寝起 r;i5の両側 lとは頼粒状突起と i二総，側縁 lとは小照粒突

起を疎 1>:: そなえる。これらの失起は剛ーもを生ずる c

;]j: il樹H(: アガティスヲラワン? レッドセラヤ多メランティっ

分 :丹; .フィリピン ， ;Flレネオ。
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Xylehorus subag附tus SCI!EDL 

SCHEDL , 1964, Reichenbachia , 3 : 314 

体長 2. 4~2. 7 mmo J乏さは幅の約 2 叫的。 ぷ褐色。複限はJ黒色。麹鞘はやや暗色。光沢は強い。

頭部はわずかに中高。前五百のとブ'J(土防に[l r[ みヲ ヒ方 l乙 flJ]恨の [111みがある。表面は鮫肌状，小頼粒と剛毛

を旅立する。

前 1旬背の長さは幅の約 11九位。側縁 l土後方に弱く狭まる。官íj側 jfj は弱く丸まり前縁l乙速なるの前総は強

くメしまり，鋸砲をょにく。横降起は弱く，中央より前Jnこ位i討する。瓦状)十は小さいが密。杭隆起の後方は

鮫肌状，点刻は細かいが獄。小楯板は小さく楯形。組鞘 l主的胸背よりわずかに1幅広し長さは幅の約 12/s

情。fr\iJ縁は後方 lと v5Jく広がる。後{llIJý司は強く jしまり後縁 lと連なる。後縁はやや弱く丸まり p 鋭い小突起を

そなえる。点1'1]部はやや不明瞭で rlJまず，線なやや小さい点刻からなり，寝た短毛をそなえる。列間部は

幅狭心荒く波をうち， }~刻は認められず短い剛毛を不規則にそなえる。斜lfl1 {\jj は迦鞘の後方約 1川にあ

りやや急に傾斜する。後側戸1 は一泡iIl'状ヲミ起を欠く。表尚一はかすかに中高かさ!ム担，光沢はやや ~~jい。第 1~

3 点列部は記長く強く山み，第 1~. 2 点ヂIJ部の点刻は背面のものより;えきい。第 1~3 列間部は隆起し，第

1, 3 列間部 tC!土頼粒状の突起を J二縁と第 4 :YiJ l出 1~)ぷり側方には小頼粧をそなえる。亨IJ間部には不規則

なやや長い間11色を不規則にそなえp 点ヂIJ 郎 lとは寝た短い|羽毛をそなえる。

寄生樹種:ラワン9 アピトン，メランティ，カロフィルム。

分 布時ブィリピン，ボルネオ，ソロモソ諸向。

Xylehoγus agnatus EG明日

EGGERS , 1923, Zoo\. 乱1.eded. R. Mus. N. H. , Leiden , 7 : 197 

体長1. 9'~2. 4 mm。長さは似の約 2 6/7 位。赤褐色。複阪は黒色，主要鞘の後方は暗褐色。光沢は強い。

頭部はわずかlと中高， I日j顔のヒブJ は fJnc l1 l1 み ， L)jtとかすかな凹みをそなえ，隆起線を欠く。表面は鮫

肌状，微細な穎校と短"Bをそなえる。

前胸背の長さは幅とほぼ同じ。倶1]縁はほぼ平行し後方でわずかに):JEまる。前個1]戸j は弱く， 1:1ユ央よりはる

か前方に位置する。瓦状片は小さいが位。点刻は不明瞭であるが認められる。前縁，側縁lζl削毛をそなえ

る。ノj申書板はほぼ半円形で小さい。迎鞘 1ま前胸背と等帽。長さは 111討の約 P!5 倍。保IJ縁は平行し，後縁は

強く丸まり鋭い小突起をそなえる。点列部は浅く[L1]み，点刻は大きいがJiAiで寝た微毛をそなえる。 ヂlJ I尚却

は!隔狭心点刻は大きく 9 長い間IJ もをそなえる。斜面郊は後方 1/3 にあり 2 ゆるやかに傾斜するの側縁は

竜骨状突起を欠く。表面は会合線に沿って浅く凹みF 側~U1土丸く隆起する。第1， 2 点YIJ部は IWむ。第 2 ，

3 列閣部は卜カーに小突起子ljをそなえ IブJ のものほど大きくなる。その側方は不規則な頼粒をそなえる。

全面に長い剛毛をやや併にそなえる。

寄生樹務:ラワン，タ介ーミナリア多カロフィ jレム，ディレニア ο

分 布:フィリピン，ボJレネオ，マラヤ，ジャワ，ニコーギニア，ソロモン諸島。

Xyleborus ferrugineus FABRICIUS 

FABRIC lUS, 1801 , Syst園 Eleuth. ， 2 ; 388 

体長 2阻 2~2. 6 mm。長さは 1[1高の約 3 目的。お褐色，複限は黒色。 )'{;JUま強い。
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頭部は弱く中 t=:J ， fJÍJ顔の j::_jjは横 1こ浅く nqみ短い縦路線をそなえる。表部は鮫即L~l)\，微細な点主11 と附毛

をそなえる。

IÌ百胸?干の長さは桐のがJ 1 1/" 倍。 {W]縁はほとんど平行い 落i!~ì~近くで絞まり 9 前方は徐々に )L く主どまり

前縁 iと速なる。前縁はやや強く丸まる。峨降起は LiJ央より ùíj 方 lと位践し，やや強い。瓦状);ーは細かく，前

)j ， 側 Ji1ご火きくなる。点、主IJは細かく映。ふしが~)十日11 とイflI] )jiとは附もをそなえる。小楯板はやや小さし γ

円形。瑚鞘は吉íj胸背よりわずかに間!よし 長さは恨の約 1 7九位。{llIIÆまは LI]j~部まで後}itとわずかに広が

り 3 その後少し狭まった後，丸く J)とまり後縁!と速なる。 後縁[立政く丸まり 2， 3 仰の接f起をそなえる。点

VUl唱はやや幅広七やや密な大きな点刻!のヂIjからなりわずかに!王吐られる。デIJ刊部はやや狭心わずかに

降起い非常に細かいj主主IJ列と後jJと側 Jnこは悶IJ 毛列を~Lずる。外市iWl立後jJ 1/3 Iとあり，ゆるやかで弱

く中 J~ob 。策 1 ， 2 列[目立目的近は浅く [Inむ。後側縁ば屯骨状IC縁以られ fよし、。 1 ，方 lとはノト照粒を散:fl占させる。

点列部は弱く凹み，点刻(士大きく密。列間郎は剛c[:列をそなえるが内方の列lむn\1íのものは短い。気\ 3 ;yUI:jl 

7おは中央lζ ド1錐状の突起をそなえる。との)IU市は降起し3 外方のヂIJf日l:'fts'ま小原粧をそなえる。

寄生樹積:アガチス， ラワン f リア H ， サラワク料， カブーノレ z カメレレトじタウン，ブJ ロブイ Jレ

ム z デイレニ T ， ブラックウォノレナット，ブラジJν村"っア村"ンソニア 3

分 布:究'Mr九回熱帯の共通将。

Xylぬoγus 糊αscaγ開sis EI日間FF

EIC HllOFF , 1878, Ratio , descriptio , emendatio 巴orum Tomicinorum, p , 372 

体長 2. Or~2 ， 4 mm" 長さは籾の約 2 3九倍η 功、褐色。複限は黒色10 光沢は強いが斜面郊では〉!と沢を欠

く。

頭市は切れよ1 )¥ -~ J , 1日顔の 1:方は浅く凹み，号、:i v， ql央l寝起線長そなえる。表而(.，1絞)VLiたで細かい点t\1] と剛

毛を有する。

前1向背の長さは析の約 11，/9 1{~.。側総は弱く丸まり ilíげJは徐々に l}íJ縁に述なる o I)Îj縁は垢!くメしま，?)コ

横隊起はほぼl:þj~1乙イ\l[fi:;'l し，やや強い o R状汁は r[ [~えを除き幅広い。 後方の点刻はキH[かし、。 !W]縁，前総に

は矧11毛を生ずる。小楯板はやや小さく fなのjしまった三角形。恩納は iìíj)陶背よりわずか悩広く， fえさは 1[1自の

約 12/3 倍。組IJ縁は中央部の前方まで広がり，その後徐々に狭まり後縁に続く。?表紙は強く丸まる c 点安IJ

部はやや狭心大きくややi脅すよ長刻タIjからなり，中央郎で;りj らかに [llj み，後ブJて、は微 Eを外ずるの抑U Ii D部

はわずかに隆起し，点列，~jl) とほぼ同じ大きさの点主1Iを JI' 仰と駄にそなえ，京市在 I認とき p 同i['Cを~I ずる o ;jH 

t司令部近くには政な小頼粒列与をそなえる〔科i封印は rl1央郊の少し後方から徐々に始まり，ゆあやかで弱く 1]1

1';;'::]。後側縁はご屯怜状lζ縁取られないじ点列郊の点在IFま背面とほぼ同じで， 1'1 1 うた::r，j5 (まより強く爪せられる(

列 liil部は光沢をクにき) U~ 2 亨Ijli¥J /\[1の中央を|徐さやや;寝起し，河IJ [JiIJ ..1: Ji，uな!j!fiN 列をそなえる。

寄生樹積:タイワントウヒ，アカ、ティス，メ jレクシマツ，クスノキ， ラワン，アピトン，パjレダオ，サ

ラワク材，メランティ， セ/ン 2 カジュランガオ，チーク"トア p マコア判。

分 布支那(台湾)， ピJレマ， フィリピン，ドノレネオ 9 マラヤ》スマトラ，ジャワ，セレベス，ニ

}エーギニア，アフリカ，その他亜熱帯，熱iH! 共品種。
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Xyleborus jう'feili (RATZE゚URG) 

RATZEBURG, 1837, Forstinsekten, 1 ・ 168

体長 3. 0~~3. 6 mmo 長きは幅の約 3 倍。赤褐色ないし黒褐色。複限は黒色。光沢は強い。

頭部は中高，前額の上方は横lこ問み，不明瞭な縦降起線をそなえる。表面は鮫肌状，細かい点刻をやや

密にそなえる。下半部には剛毛をIrJU :'1:する。

前隠1背の長さは!jlM とほぼ向L:: o 似IJ縁は後半が前方にかすかに広がり，その後徐々に丸く狭まり前縁ì'L速

なる。前縁はやや強く丸まり，玉L状片によって鈍い鋸歯状となる。横隆起はほぼ IIJ央に位置しやや強い。

瓦状片は中央部を除きやや大きく球。点主iJは細かく不明瞭。瓦状片部と i&lj方 lとは悶11毛をそなえる。小楯板

はやや小さく半円形。組鞘は前1向背よりわずかに幅広い。長さは幅の約 1 7/9 情。側縁は前半部がかすか

に後方に広がり 2 その後わずかに狭まり F 後縁近くで丸く狭まり後縁lと速なる。後縁は中央で強く丸ま

る。点列郎は大きな点主mからなり，やや広く ~m く問み，点刻には短毛が生ずる。列l間部は広く疎な点刻列

をそなえ，いずれの点刻も長い剛毛が生ずるが，斜面部近くでは小願牧lこ変わる。斜面部は後方約 1(3 に

あり， ゆるやかでわずかピ中市。後側縁は屯育状lと縁収られなし、。点VIj郎はわずかに凹み， 短毛を生ず

る。点刻は大きく密。第 l 列附湖) {ζは H臣!の小さな円錐形の突起とその上ブ]1と小頼粒をそなえる。第 2 列

l百部は突起を欠く。第 1 列目j部の jょがった部分で 2 trJL状に曲がる。第33iU間百;f5 I乙は約 3 偲の小さい jll錐形

の小突起をそなえる。外方のヂIJ間部 lとは小頼粒をそなえる。列問{f[í ~己は大/J\ 2 種類の悶11毛をそなえる。

ヨ?と色樹種:カラマツ， トドマツ，チョウセンゴヨウ 7 ツ，ラア、ィアタパイン9 ヘムロックョダグラスフ

ァー多ラワン。

分 布:[J本，羽鮮，シベリア，欧州。

Karl E. SCHEDL 教授の同定によると Xyleborus adu附b間的S BLANDFORD が本種のシノニムとされている

が，木和の分布から寄生樹穏のなかには日本の滋で寄生したものも合まれる。

Xyleborus cognatus BLANDFORD 

BLANDFORD, 1896, Ann. Soc. Ent. France, 65 : 19 

体長 2.5~3. 0 mrn。長さはl協の約 2 7九倍。赤褐色。複眼はm色。前胸背前半，坦鞘後半は黒褐色。光

沢は強い。

頭部はiL:þ線 lと沿って rll高，がi顔の上方IC浅い検問線をそなえる。表面は鮫肌状，やや大きな点刻を疎

に，長い!制毛をそなえる。

Tìíí胸背の長さば 111i\iの約 Pl1 位。側縁は前方lと弱く広がり， そのがJブjは丸く狭まり前縁IC速なる。前縁

はやや弱く丸まり， JL状f'1ーによって細鋸煽状。横隆起線は rll央の少し前方iと位置し，やや強い。瓦状片は

やや大きし、。 点刻はやや大きく側方に密になる。相1]1iのj主主1]問は刺激状印刻をそなえる。 11り方，側方ICI土

政な剛毛をそなえる。小t盾板はやや小さく半円形。組革~は前胸背より少し幅広い。長さは幅の約 1 3九倍。

側縁は Ijj 央自 i までかすかに後方IC広がり，その後徐々に強く丸まる。後縁は中央部で強く丸まる。点列部

は狭く凹まずやや大きな点刻からなる o jiiJ間部は広く細かで疎な点刻列と長い間11毛列をそなえるが3 斜面

Îm近くで点主1]は小頼粒 lこ変わる。背面の前方には剛毛を欠く。斜面部は後方 1/3 にあり g ゆるやかで弱く

中高。 後仰l縁 lとは竜骨状突起を欠く。点ヂ1]部の点、刻は背面より大きし短い附j毛をそなえる。賞'J; 1 ~，J 3 点

yl]部は凹むo ylj間部は剛毛をそなえ， ~~く中高であるが第 2 )ilj 間部は中央で凹む。第 1 列間部は 3 侃~，第
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2 列間加は下方lと H怖い 節 3 3ìIJ 同部 1ど 2， 3 個の円主体J巳のノJ\突起をそなえ， その外方iζは小頼粒をそなえ

フ
"(;) 0 

寄生樹碍・ラワン，ガパス材，セラヤヲクリン材，カプーJレ，サラワク材，メランティ，チャンプ材，

ノfカウ材らクク 4オ，マトアヲポネティアヲカロブイ/レム，デレニア，タイワントウヒ。

分 布:インド支那， ピ jレマ， アンダ7 ン諸島， フィリピン， ボノレネオ，マラヤ，スマトラフジャ

ワ，インド\セイロン9 ニューギ、ニア，オーストラリア 3 フィジc

Xyleborus torquatus EICHlIOFF 

EJCHHOFF , 1868, Berl. ent Z. , 12 : 146 

{本長 2. 4c~2. 8 mmυ 長さは!日の約 2 4 /5 倍。ホ褐色の複肢は黒色。遡鞘口〕後方が男、味を41 びた個体が多

い。 jit沢は強い。

頭部は~5Jく中高， ]Ì"íI鼠の上方は横 lと凹む。;友商は鮫肌状，細かい点刈を i 万!と需にそなえ， fml方，下方

IC附毛を生ずる。

古íj胸背の長さは幅よりわずかに)(きい〕側縁は前方 lとわずかに広がる。吉íj縁は可土問 J[5- iこ丸まりヲ瓦状片

によって小波状をなす。横隆起は中央よりわずか後方に位置しやや弱い o fL状片はやや細かいがほぼ均

九点、刻は?f二;引とれかい。側方フ前/れとは附毛を生ずる。小楯阪はやや小さし角の丸まった三角形。麹

判jは前胸背とほぼ等111話。長さは怖の約 P!s 倍。側縁は中央郎の後方まで広がり p その後かすかに狭まり

後縁lご速なる。後縁はじド J帯 iと丸まる。 点列lJ!:jはやや狭心 !主せられp やや疎な点主IJ列からなる。列間部

はやや広く，点グIJf'i!jのものとほぼ[，.ij じ大きさの点主11 と 1:/u1j毛をi岐にそなえ，斜l出部近くには!j\験校をそなえ

る。斜百i部ば迎科iの後)j 1/3 1，とあり p 始めはなだらかであるが9 後方でややこなり p わずかに中高。 後

側縁には竜骨状突起を欠く。点列 iおはやや強く圧せられ， 点tlji土人:きしサユ後方 lと小さくなり微毛を~I:::ず

ろ。ヂIJ問 i'1]3\，立小頼牧と問IJ モ子Ij安そなえる。

;寄生名H重 タイワントウヒ，アガティス，メ jレクシ 7 ツヲカプーJレp ラワン歩グパス，ノ~)1ノダオ材，セ

ラヤラサラワク材， ジョンコン?メランティ，カジクク，ジエルトン，カプーノレ，クク付，その他。

分 布 ~!iF~日;， _i]i_熱帯;の共通穏。

筆者は口本からは ;'1'組の{間体を検しただけである。

Xyleborus 戸erforans (WOLLASTON) 

W üLLASTON, 1857, Catalogu思 of the coleopterous ins号cts of 乱長丘deir呂 in th日 collect�n of the 

British Museum , p. 96 

体K2.0c、 "2.5mm" 長さは!隔の約 2 ~!8 情。!Jl戸褐色。;複ドよれま町、色。光沢 J立強い。

頭部は出< 1:1'高，前 i治上 JJは tòÏ (，ご凹む。支出は鮫肌状，細かい点主!j与をやや需にそなえる。側ゴj， ド方 lど

は I;I;JIJ 毛を 'ti足 6 0

白 íJ!lGu背の長さはl掃の約 1"!7{;'b:o 側総はがj方 lとか寸かに広がる。前縁は半[']J訟にオしまり， 瓦状H によっ

て小波状をなす。桃降起は中央部よりわずか前)J に佼しゃ、。瓦状J午はやや~ITIかくがj方，仮11方 lこ Ir晶

jぷくなる百点、主IJ は xr肘〉い。小市民板はやや小さく 3 角のメLま勺た三角形。辺約ば前胸千?とほぼ等情。長さは

IjJ百の約 1 4/5 倍。側縁は r[ ，央部まで j広がり， その後徐々に狭まり後縁に速なるコ後縁はやや強く丸まり，
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斜面持lí近くで小照14tをそなえる。点列邸は狭く強く!玉せられ， 点、刻はやや小さいが密。列間部はやや広

しわずかに隆起し，非常に細かい点刻をそなえ，会lI1í vと剛ちを if3R生する。斜面部は:lli鞘の後)jほほ 1/3

にあり， ゆるやかでわずかに中高。後側縁には温骨状突起を欠く。点列部は弱く圧せられ， 点主1](立大き

し役方に小さくなる。剛毛は短い。列間部は小型民粒と剛毛針Jをそなえる。

寄生桔I種:アガチス，メ jレクシマツ， ラワンを始め各種広葉樹。

分 布:熱帯，亜熱帯共通種c

祭荷J土日本からは小笠原，沖縄の個体を検しただけである。

Xyleborus diversicoloa EGGERS 

EGGERS , 1923 , Zool. M巴ded. R. Mus. N. H" Leiden , 7 : 202 

体長 1. 6~ 1. 7 mm。長さは 1[1[l，の約 2 5/8 倍。淡亦褐/B。複限(立以色。遡鞘，腹部は陪赤褐色。光沢は強

い。

前万iの J:.方は横に浅く凹み，中;J.とに~~く短い縦l年起をそなえる。表面は鮫肌状，

不明瞭な点刻!と短モをそなえる c

前胸背の長さは幅よりわずかに沢きい。側縁はかすかに1líJJnと )1~がる。前総は弱く丸まり，瓦ik片によ

って微小波状をなす。横隆起は弱く 1[1 ;)2:のわずか前方にH!.üをする o }L状汁は細かいが，前方，側方lと大き

くなる。ぷ刻は側方lと微小ながら認められる。)，C状J'r 部と日IJプnこは剛τEを/[::ずる。小指板は小さく竜骨

状。旭硝は前胸背とほぼ等1[1話。長さは稲の約 1 3九倍c 側杖は後縁j!iくまでほぼ平行し，後縁は中痛に丸

まる。 点列 ßìSは狭く凹まず， *111かいl~刻のダIJ からなり，後方iこ収fこ徴主をとtずる。ヂIJli!iJ部は広くほとんど

隆起せず，点列部と同様な点刻列をそなえ，後二らーには良い剛 ß列をそなえる。斜面部は恩納の中央後土fか

ら徐々に始まり， 後ンヴでゆるやかに傾斜する c 後側杖は志向'状尖必をそなえ， その|勾ブjは凹み縁取られ

る。表|百は中 N1i， T~ TIiî より;j"iT光沢が弱い。点要iJ 絡は|河町1で寝た微毛をそなえる。ヂ11 関税jはわずかに隆起

し，小照粒と背耐のものより長く密な剛毛をそなえる。

海生樹稜.ラワン C

分 布:フィリピン，<ラヤ，ニューギニア c

Xyleborus saxeseni (RATZEBURG) 

RATZEBURG , 1837, Forstins巴kten， 1 : 204 

体12: 2. O^~2. 4 mmo 長さは隔の約 3 倍。 J11褐色。光Jff は強い。

頭部は弱く中高，前顔は1111iこ降起する。表 IlJÎは鮫肌状c 浅く IJ)j 11t(i;ふ点、主 IJをそなえるが F方では小さくな

る。全国に短い制毛をそなえる。

前胸?干の長さは恨の約 P!s 倍。側縁は市j方!とわずかに)よがり， その後ゆるく丸まり前縁に辿なる。前

縁はやや強く丸まり瓦状片を欠く。横向長起は~~く中央よりはるかがI方 l三位置する。瓦状片はやや細かく，

前ブJ，制IJプ了に大きくなる。 後側方のみ点主Ijを， ]:も状片部と I1m:Jnとは問n色をそなえる。小楯板は小さく竜骨

状。遡鞘;立前胸背とほぼ等IF画。長さは 1店の約 1 6/7 倍。日{lJifiJtはijl;方 2/3 が平行し，その後.h く狭まり後縁

となる。 後縁の中央はほぼーïft線となり，その珂但IJにあ 4 伺の尖起をそなえゐ。点列部は狭いが弱く Ilfj

み，明瞭な点刻と寝た微毛をそなえる o )i1J間部はやや広心わずかに隆起し，微細な点主iJ列をそなえる。
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とのi;i， i::'!J ，~立点、安iJ :\15のものよりはるかにß米でやや反い lìrTI'J 毛を生じ，後)7では小結松に置きかえられる o ;yU!m 

郊の後方は光沢を欠く。斜面部は後)j 1/3 から徐々に始まり， flJめは丸しその後ゆるく傾斜する。後側

主誌は ~'l~Jっ伏突起を火くが小突起をそなえる。友 l[iÍ(立弱く Ill ，とJj ，コじI~ を欠く。\ょ列 1';-1.5 はやや IJ~i く凹むが点刻

は不1月 i段。タI] !\J;\I\ は隆起しjfA~ な!l!J'l粒子止と fl[I!i より lkい川IJ:[;のグIJをそむえる。災 2 ダIji!:U i'~T) は [lnみ，照不と似

でJを欠く c

~t~-f~t仙極:タイリンヒノキ，ヘム口ッヤ，夕、グラスブァ

分 布 1 1/ド，机灯(，乙))1) ({ìi;~) ，インドコピ!J!ら二ュージランド9 シベリア，欧州 p 北米。

Xyleborus exig附S WALKER 

WALKER, 1859, Anno Mag, Nato llìsL , (3)3 : 260 

イ不良1. 60~10 8 mmD ョi云さは '1 1 1.\の約 2 5/9 倍。 Ii自 ~[W徒主色。 複眼 ('i;\Vl~~。 山iJlj~Hlìiíプj ， !diif!f は:尽 I兆を，出び

る。光沢は強し 1 む

吸(;1) は く rþl'i:J, 白が前的íI江減i

正峠車 lに乙そ 7なよえる O

lìíj胸背のえさは r;J i_ti のがJ1 (ι illlJ泌はほぼ、Vijo )， l、 hで丸く絞まり， lìíjノフは ~~i く 1人まる I前総は強

く丸まる。杭1;キ起はややω く， Llr 宍より l日々に{山ずる。 LL:[)~!'rはお Hかく，古íj万で悩ぷ~くなる u 点、主1]は側

ブJ においても不明版。全 iíIf ~ζ微Eをそなえあが，相、11))， fjíj)jのものはえくなる。小桁+!Jは小さく沿う~J'状。

辺桁は liÎJ lJi'Dl'r とほぼ刀悩。 1七さは悩ω約 1 5/9 倍。側総は仁わうよとまで不 ÍJ し， その後狭まり後縁!こ移i Jーする c

後縁は強くメしまり，小さくよ録的iKセなす九点列郎はやや1]:1[\)ぷく，わすかJこ;叶み，ややJtさな点主IJダrj か

らなり，九i 巳列をそなえる c 列間 i土地較的伏く，わずかに|滋起い小突起とぷい!ì{;II! 毛列企そなえ，::fミ起

;土[灸 )jでベきくなる。斜国 ;;1) ì土後ブJ 1!3 にあり 3 ゆるやかで rrr日じ後仰lí誌は縁l[)( られないc 第 2 列同部は

[111 み， {也の Yl] l nJ iむには小ミ，\i;，列がある。|刷毛は??耐と lir];f;Jtてミあるが密で j乏し、。

合~Htill :ラ 1ブンフセラヤ，ラミン，ディレニア， トランテイ c

分 布:ピノレ<，アンダ 7 ン尚昆p フィリピンヲマラヤヲスマトラ，ジャワラインド p セイ口ン，ニ

コーギニア，ニ「ーフワテン，ゾロモンよれブノジィ，タヒチc

Xyleborus shar戸ae HOPKll¥S 

日OPKINS ， 1915, U. S. Dep. AgL, 1乙nt. Rep. , 99 司 63

体k 1. 4mm D 民さは 1[11 ，\の n 2 8/，的。 11奇 (jy::悩色。)i[:沢はやや強い c

政 l'ilS は~;;;)く iド日， 1:J-íl 疎の|川土杭に 1 " 1 み， 縦|盗斗を欠く。表 I(n は紋日!Lt勺 縮/:5.、亥1] と ih羽毛lをt;jdとそなえ

る。

níJJj~-{-j~ の:えさは 1:1抵の約1'/8 側誌はほぼ、HJ し， 必)J で iしま i) , flíj)jはやや Si! く狭まり l山総に移行

する c 前五誌はく丸まる c はほとんど欠き， I1 I 央;のがj}] i三校出ずる o jji;状戸[は rlllかい c 微細点主!Jが

保IJ 右i(と仕立められ c 企[ü l i こ )iJ.-下ーがあと)が，百íjブ'J， {[I!J かではえくなる。小楯仮は右j丹状。 m料W~T丸抱背とほ

ぼ:判13c i 、(J_ I:JL] ω約 1 位。叩縁はほぼ 111 :9"=ぶまで、川]しp その後)L く伏まる。後縁は強くメしまi)怒L

の小:史民そそなえる。点列，'1\1ま íJ:: く í"J まずョド取な不明瞭なふi、亥 I] )ilj からなり jMモ列をそなえる。刈 l吋111 は

jぶく，微小;j!MîL)"1J 2lìi,111 UiJをそなえる。願i~は後 hで太きくなる「料 113 1;立後)J 1/3 (とあり，ゆるやかで
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中高。後側縁は竜骨状突起を欠く。列間部は隆起し，小突起列をそなえる。第 2 yiJ閣部は回み，突起を欠

く。斜面部の剛毛は背面のものより短い。

寄生樹種 : Rondius amazogueeo 

分 布:アイボリコスト。

Xyleborus sub仰evus SCHEDL 

SCHEDL, 1966, Konty古， 34 ・ 40

体長 2. 3~~2. 4 111m 0 長さは帽の約 3 "/2 倍。賞褐色。複眼は黒色。光沢はややß~い。

頭部は中高p 縦隆起を欠く。表i自主鮫肌状，微細な点刻をそなえ，下方は組造で剛毛をやや密lこそなえ

る。複線は大きい。

前胸背の長さは幅の約I1/3 倍。但1]縁はほぼ平行する。前縁は弱く丸まり瓦状片 lとよって鋸歯状となる。

横隆起は欠く。中央よりはるか前/れと納かい瓦状片をそなえ， ζれは前方 lζ幅広くなる。 点五iJは微細であ

るが密。;記状片部，山方に附毛をそなえる。小楯板lま不明日求。趨鞘は前胸背とほぼ等l国。長さは隔の約

21/8 倍。基縁は内方で縁取られる。側縁は麹鞘長のがtJi 1/2 が平行し， その後狭まり 1 突出部となっ

て終わる。息苦;1\中央左右に内方に向いた短毛を持った，ほぼ円形の火がある。表rÍilは後方で徐々に低くな

り歩 斜阿部を形成しない。点ヂiJ部は狭く凹まず， 微細な点刻ylJからなり不明瞭。列同部は微細備え与をな

し，徽~111な l可11 毛を不規則 lこそなえるがp 側 }j， 後方ではやや長くなり，長い剛一五を混生する。

容楼]穏:ラワン，セラヤ。

分 布:フィリピンP ボノレネオ，スマトラ。

Xyleborus 1うedellus SCHEDL 

SCHEDL, 1969, Kontyû , 37 : 213 

体長 1.4 mmo 長さは IU話の約 3 倍。資褐色。復肢は黒色。 y(~沢は強い。

頭部は弱く中高?前顔の上方に短い縦隆起線をそなえる。表面は細かい点:!iljを密lと，同ìJ毛を車にそなえ

るが側)jの罰IJ毛は長い。

自守防j背の長さは幅の約 1"九倍。側禄は前)jに)よがり，前縁は強く丸まりラ 五状片を欠く。横隆起は弱

く中央より前方lど位置する。瓦状!'tは細かいc 点刻は側方lと認められる。瓦状片古{お側方には附l 毛を生ず

るが， fÌÎI縁のものは長い。主E鞘は前仰千?と等相。長さは1屈の約 P!. 倍。側縁は中止と郊の後方までほぼ半

行し， その後弱く丸まり後縁iと速なる。 後縁は弱く丸まる。背面は前縁会合線を中心にほぼ半円)1:;'1ζ 白

む。点列部は狭く凹まず疎な小点刻からな 'J !t!lた短毛をそなえる。)iìJ 清書店は)よく正1iな微小点主:uと立った剛

毛の疎な列をそなえる。斜沼部は後方 1/3 から始まり，徐々に丸く傾斜し，ややゆるやか。後担(IJ縁は竜骨

状突起を欠く。表面は弱く中高で光沢を欠く。点ヂIj部は不明隙。 yiJ間部は弱く隆起し~ 11:1上な微小頼申立列と

密な剛毛列をそなえるがp 第 23司J 間部はこれらを欠く。日111もは背加のものより長い。

寄生樹種:ラワン。

分 布:フィリピン。
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Ambrosia e゚etles found in Imported 'fropical Timbers 

from Southeast Asia 畠nd Others (Col邑optera : Scolytida母)*

Akira N OBlJCIIJ (1) 

Summary 

1 have recently had an opportunity to examine the Mr. K. SATO'S collection of ambrosi呂

beεtles collected in imported tropical timbers from Southeast Asia and other regions at 

Yokohama Plant Protection Station. Tropical ambrosia beetlc is one of the most complic乱ted

and di狂ícult beetle groups to identify b巴cause of a孔乱bund司nce of species and lack of a key 

to species , 

The present study is an attempt to make a tentative key to species and redescriptions 

of these ambrosia beetles belong to the family Scolytidae in Jap乱nes巴 Also notes on geoｭ

graphical distribution 旦nd host timb巴rs are included. Recognized species in this paper are 

the following 5εenera and 70 species : 

Eccoþtolうterus MOTSCHULSKY 

E. s�inosus (OLIVIER) 

Webbia HOPKINS 

防ぐ obtusiJうennis SCHEDL 

W. pado SAMPSON 

W. orbicularis SCIlEDL 

予V. 30 sρinatus SAMPSON 

Arixylebo円iS H01'KINS 

A作 subsi淵ilis SClIEDL 

A. imitalor (ECGERS) 

A. granifer (EICHHOFF) 

A. hirusufulus SCHEDL 

Xylosandrus REITTER 

X. germanus (BLA:-!DFORD) 

Xyleborus EICIIIIOFF 

X. �umilus EGGERS 

X. �ersimilis EGGERS 

X. cylindromoゆhus EGGERS 

X. laticornis SCHEDL 

X. emargi河atus EICHI!口 FI

X. concitatus SCI!EDL 

X. obliquesectus EGGER S 

X. ursulus EGGERS 

X. bidentafus (MOTSCHULSKY) 

* Studies on Scolytidae XIV 
Received June 27, 1978 
(1) Forest Protection Division 

下干. 戸latyþoides EGGERS 

W. S)うinipennis SCHEDL 

W. dentatus EGGERS 

A， 問ediosectus (EGGERS) 

A. rugosi.戸es HOPKI:-!S 

A. granulifer (EGGERS) 

X. der祉~pteteγ宵zi坑at祉S SCHEDL 

x. a問戸lexicauda HAGEDORN 

X , vestitus SCHEDL 

x. fastigatus SCHEDL 

X. amPhic問削lus EGGERS 

X. fallax EICHHOFF 

x. βunctatissimus E'Cl!HOFF 

X , semiopacus EICHHOFF 

X. subcostatus E!CIIIIOFF 

X. costatomoゆhus SCHEDL 
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x. co悶cisus BLANDFORD X. sexs�inatus SCHEDL 

x.戸s叩dOjワilifer SCHEDL X. postice戸ilosus SCHEDL 

X. macroβterus SCIlEDL X. 1うseudo削ajor SC!!EDL 

X. funereus LEA X. quadraticollis EGGERS 

X. velatus SAMPSON X. noxius SAMPSON 

X. validus EICHHOFF X. interjectus BLANDFORD 

X. destruens BLANDFORD X. procerrimus SCHEDL 

X. solomonicus SCHEDL X. similis FERRARI 

X. indicus EICHHOFF X. glabraius EICHHOFF 

X. laevis ECGERS X. saioi SClIEDL 

X. eximius SCI四DL X. subag叩tus EGGERS 

X. agnatus EGGERS X. lerrugineus FABRICIUS 

X. mascarensis EICHHOFF X. β{eili (RATZEBURG) 

X. cogl1atus BLANDFORD X. torquatus EICHHOFF 

x.戸erlora115 (\i司TALLASTON) X. diversicola EGGERS 

X. saxeseni (RATZEBURG) X. exiguus WALKER 

X. sharpae HOPKINS X. subnaevus SCHEDL 

Xjうedellus SCHEDL 



JCR i' f 輸入付のアンプロシアキクイムシ矧 cmfil::U -Plate 1-

1. Ecco戸toþterus sρinosus (OLlVIER) (♀)， 2. vVebbia obtusi戸ennis SCHEDL (♀)唱

3. Webbia 戸latyρoides EGGERS C ♀)， 4. Webbia �ado SAMP,ON (♀) , 
5. Webbia sþini戸ennis SCllEDL (♀)， 6. Webbia orbicularis SCHEDL (♀)， 

7. Webbia dentatus EGGERS (♀)， 8. Webbia 30-sρinatus SAMPSON (♀) , 
9. A門xyleborus subsimilis SCHEDL (♀)， 10. Ari・λyleborus mediosectus (EGGERS) (♀) , 
11. Arixyleborus imitator (EGGERS) (♀)， 12. Ariり'Zeborus rugosiρes HOPKlNS (♀) , 
13. Arixyleborus granifer (EICHHOFF) (♀)， 14. Arixyleborus granulifer (EGGERS) (♀) , 
15. Arixyl正 borus hirusutulus SCHEDL (♀)， 16. Xylosandrus germanus (BLANDFORD) (♀) , 
17. Xylosandrus deruρteterminatus SCHEDL (♀)， 18. Xylebo叩5ρumilus EGGERS (♀) • 
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19. Xyleborus amJうlexicauda HAGEDORN (♀) , 20. Xyleborus 戸仰'similis EGGERS (♀)， 

21. Xyleborus vestitus SCHEDL (♀) , 22. Xyleborus cylindromorphus EGGERS (♀)， 

23. Xyleborus jiαstigatus SCHEDL (♀)， 24. Xyleborus laticornis SCIIEDL (♀) , 

25. Xyleborus am戸hicranulus EGGERS (♀)， 26. Xylebo門iS emarginatus ErcHHoFF (♀) , 

27. Xyleborus fallax EICHHOFF (♀) , 28. Xyleborus concitatus SCHEDL (♀)， 

29. Xyleborus punctatissimus ErCIIl!OFF (♀)， 30酌 Xyleborus obliqueseclus EGGERS (♀)， 

31. Xyleborus semiopacus ErcIIIIoFF (♀) , 32. Xyleborus ursulus EGGERS (♀)， 

33. Xyleborus subcostatus EICHHOFF (♀)， 34. Xyleborus bidenfatus (MOTSCH1JLSKY) (♀)， 

35. Xyleborus costatomoゆhus SCHEOL (♀)， 36. Xyleborus concisus BLANDFORD (♀). 



市山愉人材のアンプロシアキクイムシ対(Ij!f淵) Plate 3~ 

:H. Xyleborus sexs�inatus SCHEDL (♀) , 38. Xyleborus 戸seudψilifer SCHEDL (♀)， 

39. Xyleborus ρosticψilosus SCHEOL (♀)‘ 40. Xylめ抑制 macro戸ierus SCHEDL (♀) , 
41. Xyleborus ρseudomajor SCHEDL (♀)， 42. Xyleborus funereus LEA (♀) , 
43. Xyleborus quadraiicollis EGGERS (♀) , 44目 Xyleborus velaius SAMPSON (♀) , 
45. Xyleborus noxius SAMPSON (♀) , 46. Xyleborus validus Er印有OFF (♀) , 
47. Xyleborus inierjecius BLANDFORD (♀) , 48. Xyleborus desiruens BLANDFORll (♀)， 

49. Xylebo門~S ρrocerrimus SCHEDL (♀)， 50. Xyleborus solomonicus SCHEllL (♀) , 
51. Xylebon日幻milis FERRARr (♀) , 52. Xyleborus indicus ErじHHOFF (♀) , 
53. Xyleborus glabraius ErcHHoFF (♀) , 54. Xyleborus laevis EGGERS (♀〉
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55. Xyleborus satoi SCHEDL (♀) , 56. Xyleborus exirnius SCHEDL (♀)， 

57. Xyleborus subagnatus EGG四S (♀)， 58. Xyleborus ag刀atus EGGERS (♀)， 

59. Xyleborus ferrugineus FABRIじ IUS (♀)， 60. Xyleborus rnascarensis EICH臼OFF (♀)， 

61. Xyleborus pfeili RATZEBURG (♀) , 62. Xyleborus cognatus BLANDFORD (♀)， 

63. Xyleborus torquatus EICHHOFF (♀)， 64. Xyleborus 戸erforans CWALLASTON) (♀) , 

65. Xyleborus diversicola EGGERS (♀) , 66. Xyleborus saxeseni (RATZEB日G) (♀) , 

67. Xyleborus exiguus W ALKER (♀)， 68. Xyleborus sharpae HOPKINS (♀) , 

69. Xyleborus subnaevus SCHEDL (♀)ー




